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康熙字典（武英殿
本）による

巻 頭 言

　本学商学部の源流は1903年 4月に設
置された高等予科の商科*である。翌年9
月に大学部商科設置を経て、1920年に
商学部となった。源流からたどれば来春
120周年を迎える。いま改めて『早稲田大
学商学部百年史』（2004年発行）で歴史を
ひもとくと、1990年代の学部改革の苦労
が座談会で語られていて、感慨深いもの
がある。いまや当たり前のセメスター制の
実施、学際的なコース制の開設など、当
時としては先進的試みであった。そのなか
には椿弘次学部長（1996～98年在任）の
発言がある。
　「商学」の商の概念について世間的にも

議論がありましたし、学生諸君の間にも商

学部生であることの意味にやや自信をもて

ないような雰囲気がありましたので、「商の

精神」について理解してもらうよう心がけま

した。

　20年後の今日も商学部生には同様の雰
囲気があるのではないか。中国なら商学
院、管理学院などビジネス系学部は最も
難易度が高く、学生も優秀だと、授業で
話しても学生諸君の反応は今ひとつ頼りな
い。謙遜は尊いが、誇りを持つべきだ。
1995年度商学部学部要項には学部長名
義による「まえがき」があり、次のように述
べる。
　本来、「商＝COMMERCE」は、財貨、

貨幣、情報をどのように交流させるかとい

う課題と同時に、いかにして人々を幸せに

共存させ、そこに豊かな分かち合いを実現

してゆくか、という大きな使命を内包してい

る。

　執筆されたのは当時の学部長、大谷孝
一先生（1994-95年在任）だろう。この年、
日本全土は阪神淡路大震災（1995年1月）
に震撼した。未曾有の惨禍を前に先生の
胸裡には被災地再生のために果たすべき
商学の「大きな使命」が去来したと思われ
る。この見解は後継学部長、椿先生にも
共有され、1997年度学部要項「まえがき」
では次のように述べる。
　「商学」は、財貨、貨幣、情報、時間と

いう資源を効率良く配分し、かつその円滑

な流通を図り、広く人々に幸せをもたらすこ

とを使命とする学問分野である。

　これは明らかに大谷先生の見解を継承
するもので、最大多数の幸福を実現する
ため、社会資源を最適配置する方法を考
究するのが商学だと定義している。これ

が椿先生の学問上の要諦でもあったこと
は、後年まで「配分の妙（a good sense 
of proportion）」を繰り返し説かれていた
ことからも伺える（田口尚志「椿弘次先生の
ご定年退職にあたって」、『早稲田商学』第
445号、2016年3月）。
　「商」の本義は、『説文解字』にみえる「辛

（神前の意）」と「㕯（内＋口）」の合字「 」に
あり、神前で内に秘められた存在を外か
ら「計り知る」ことにあった。その後、「計り
知る」から派生して「諮る」、
即ち協議する意味となり、
価格交渉など万事協議が
必須の生業として「商業」、

「商人」**が生まれた。「商
学」もまた然りだ。
　商学部の新世紀の歩みは始まったばか
りだ。だが、私たちはすでに「配分の妙」
という智慧で東日本大震災をはじめとする
数多の苦難を乗り越えてきた。そして、今
もコロナ禍からロシアによるウクライナ侵
略に至るまで、幾つもの想定外が私たち
の幸福と健康を脅かしている。だが、脅
威の解決に必要なのは声高な正義ではな
い。冷静に「計り知り」、適切な着地点を
衆議して「諮る」商学こそが世界を救う。
　本年も諸君にとって貴重な学びの場とな
る専門演習が新たな同志を募る。諸君が

「広く人々に幸せをもたらす」ために真摯に
学ぶことを願ってやまない。

*『早稲田大学百年史』（wiki版）別巻Ⅰ第1編第5
章による（https://chronicle100.waseda.jp/）
**「商人」は殷の王都の商の人が行商に従事したこ
とに由来するというのは、通説ではない。

いまこそ商学の使命を果たす時

商学部入試担当教務主任

小川 利康
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News 4

学部・修士5年一貫修了生
7名が修了

2022年 3月に学部・修士 5年一貫修了制度で7名が商学研究科を

修了し、これまでの 4年間で本制度の修了者は 57名となりました。

2022年 4月には新たに9名の5年一貫修了生が入学。来年の修了

に向けて修士論文、就職活動等に意欲的に取り組んでいます。本

制度の詳細は 31ページをご覧ください。

News 5

第1回GMP Forumを開催
4月26日（火）に第1回GMP Forumを行いました。GMP Forumは

Global Management Program（GMP）対象ゼミ全体での合同ゼミ

です。第1回はウォール・ストリート・ジャーナル日本支局長ピーター・

ランダース氏に昨今の世界情勢についてご講演いただきました。講

演に加え、学生による発表やグループディスカッションを行いました。

News 2

商学学術院教員4名が 
第10回WASEDA e-Teaching Awardを受賞

2022年1月、中国語担当教員の陳
チ ン

璐
ロ

先生が「ICTを活用した双方

向的授業の実現」でWASEDA e-Teaching Award大賞（受賞対象科目

「中国語Ⅱ選択A 口語表現（留学・旅行会話）」）を、中村みどり先生・

小川利康先生・尹景春先生が「中国語Ⅰ基礎A・BにおけるDX学習

の試み」でWASEDA e-Teaching Award（受賞対象科目「中国語Ⅰ基

礎A」）を受賞されました。今回の受賞は、ICT のなかでも特にLMS

（Moodle）やネットワークを活用した授業実践で顕著な教育効果を

上げた事例について表彰されたものです。

受賞者の事例紹介プレゼンテーションは早稲田大学大学総合

研 究 センターのウェブサイト（http://www.waseda.jp/inst/ches/

new/2022/02/04/3828/）でご覧いただけます。

嶋村和恵先生が 
第10回「全広連日本宣伝賞」（吉田賞）を受賞

2021年12月、嶋村和恵先生が、広告の社会的使命の促進に係

る広告界の向上・発展に尽くし寄与したとして、第10回「全広連日

本宣伝賞」（吉田賞）を受賞されました。受賞理由として、日本広告

学会会長として取り組んできたデジタルマーケティング研究への対

応や、大学での広告教育により優秀な人材を育成し、広告界全体

の発展に寄与した功績等があげられています。

商学部生の学習成果、日本経済新聞に掲載
2022年 3月25日（金）発行の日本経済新聞のオピニオン・コーナー

「私見卓見」に、Accounting, Economics and Societyゼミ（担当教

員：スズキトモ先生）の小井川 結菜さん、繁田 涼平さんの投稿（『四

半期開示、英仏では簡略化進む』）が掲載されました。岸田政権の

「新しい資本主義」の政策の一つ、昨今話題の四半期開示について

調査した成果をもと

にした内容となって

います。同研究は自

民党「企業会計小委

員会」で、関西経済

連合松本正義会長に

より有力議員らに報

告され、四半期報告

書制度見直しに影響

を及ぼしたと考えら

れています。商学部

ウェブサイト・ニュー

ス欄にも掲載してい

ますので是非ご覧く

ださい。

News 1

News 3

5月 19日、全広連沖縄大会＠沖縄アリーナでの表彰式にて
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Global Management Programとは
●   Global Management Program（GMP）は、国際的な視点を持ち、国際社会に貢献する「学識ある

実業家・ビジネス・リーダー」を育成することを目的とするプログラムです。
　2020年度以降入学者が適用対象となります。

● 本プログラムを修了するためには、①英語運用能力、②GMPコア科目、③GMP対象ゼミ（専門教
育科目演習）の履修と卒業論文執筆の3つの修了要件を満たすことが必要です。

● GMPの詳細は、商学部のHPで確認してください。

● ● ● ● ● ●  Global Management Program  紹介※2020年度以降入学者対象

◆ GMP対象ゼミ
トラック ゼミ 担当教員

経営 Contemporary Strategic Management マレン　ジョエル

会計 Accounting, Economics and Society スズキ　トモ

マーケティング・国際ビジネス Consumer Behavior Research フランク　ビョーン

マーケティング・国際ビジネス International Corporate Strategy エドマン　ジェスパー

金融・保険 The World's Corporations in a Globalized Society 広田　真一

金融・保険 Study of Insurance from a Global Perspective 中出　哲

経済 Empirical Study of Policy Evaluation 富　蓉

産業 Economic and Business History: Global Perspectives 矢後　和彦

◆ GMP修了までのステップ

1
英語能力を高める（1・2年生／卒業時まで）
1年次の「英語Ⅰ：English for Academic Purposes」および2年次の「英語Ⅱ：Academic Writing」において、習熟度別の「上級プ
ラス」クラスまたは「上級」クラスの単位を修得してください。
※その他の習熟度クラスの単位を修得した場合は、GMP修了認定時に指定された英語検定試験のスコアを提出することにより修了要件を満たすことが可能です。

2
GMPコア科目の履修（2年生以上）
専門教育科目（外国語専門科目分野）のうち、GMPコア科目に指定された科目より5科目以上を履修し、計10単位以上を修
得してください。

3 ゼミ（3・4年生）
GMP対象ゼミを3・4年次の2年間継続して履修します。

4 ゼミ論文の執筆（4年生）
論文は英語で執筆します。英語での論文執筆のための科目「Academic Writing for Graduation Thesis」が用意されています。

◆ GMP Forum

GMP ForumはGlobal Management Program（GMP）対象ゼミ全体での合同ゼミです。
1学期に3回実施しており、企業の方をお招きし講演いただくほか、GMP学生による
企画も実施しています。2022年度はウォール・ストリート・ジャーナル、EY Japan、
三菱商事（敬称略）にご協力いただく予定です。
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興味のあるゼミの説明会に参加し、ゼミの内容や講義の進め方、研究テーマ等の情報を収集する。
秋説明会は、9月上旬に行われます。

収集した情報を踏まえ、MyWasedaから応募ゼミの情報を入力する。
Webでの「応募ゼミ申請」と併せて、応募書類を提出する。
1次選考の応募書類提出期間は、9月上旬です。

応募ゼミの選考日、選考場所等を確認し、選考試験を受ける（レポート課題のみの場合もあり）。
1次選考は、9月中旬頃に行われる予定です。

説明会への参加

応募

選考試験

専門教育科目演習 専門教育科目演習ⅠA 3年生

3年生

4年生

4年生

4年生

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

履修学年 単位数

専門教育科目演習ⅠB

専門教育科目演習ⅡA

専門教育科目演習ⅡB

専門教育科目演習論文

◆ 選考までのステップ

STEP1

STEP2

STEP3

専門ゼミとは
●   専門教育科目演習（ゼミ）では、担当教員の指導のもと、設定したテーマについて調査・資

料収集をして、レポートやプレゼンテーション資料を作成し、それをもとに他の学生と討
論する形式をとります。通常の授業とは異なり、少人数制で2年間継続することが前提です。

●  ゼミの活動を通じて、将来の実務で必要となる課題設定および課題解決能力、プレゼン
テーション能力、コミュニケーション能力、文章作成能力を養います。また、合宿や懇親
会など、担当教員や他の学生と交流する機会も得られます。

●  なお、商学部には 6トラック（経営トラック、会計トラック、マーケティング・国際ビジネ
ストラック、金融・保険トラック、経済トラック、産業トラック）、約 60のゼミがあります。

●  ゼミは、以下の通り、半期の科目と専門教育科目演習論文（ゼミ論文）から構成されます。

※上記について変更の可能性がありますので、商学部 HP 等にて確認してください。

4商学部報　No.180



● 

経
営
ト
ラ
ッ
ク

● 

会
計
ト
ラ
ッ
ク

　 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

● 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

● 

金
融
・
保
険
ト
ラ
ッ
ク

● 
経
済
ト
ラ
ッ
ク

● 

産
業
ト
ラ
ッ
ク

● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

●経営トラック 　　

現代企業研究 坂野　友昭 06

組織と戦略 藤田　　誠 06

ITと経営戦略〈2022年度休講〉 根来　龍之 –

ビジネスモデルと競争戦略 井上　達彦 06

会社法研究 中村　信男 06

企業法研究 　和田　宗久 07

企業と環境・社会 　谷本　寛治 07

経営戦略研究 　山野井順一 07

組織行動研究 　村瀬　俊朗 07

Contemporary Strategic Management マレン ジョエル 08

ブレークスルーの科学 　三橋　　平 08

ヒューマン・リソース・マネジメント研究 梁取　美夫 08

民法研究 新井　　剛 08

●会計トラック 　

現代管理会計論 長谷川惠一 09

会計情報論 河　　榮徳 09

企業管理会計研究 清水　　孝 –

現代の財務会計 川村　義則 09

財務報告と分析 奥村　雅史 09

企業価値評価研究 大鹿　智基 10

環境経営と戦略マネジメントシステム 伊藤　嘉博 10

財務報告の研究 山内　　暁 10

財務会計研究 八重倉　孝 10

Accounting, Economics and Society スズキ トモ 11

会計・監査実務研究 関根　愛子 11

●マーケティング・国際ビジネストラック 　　

現代マーケティング研究 恩藏　直人 11

マーケティング基礎理論研究 河股　久司 11

現代広告研究 嶋村　和恵 12

マーケティング・サイエンス研究 守口　　剛 12

消費者心理学研究 須永　　努 12

Consumer Behavior Research フランク ビョーン 12

貿易商務研究 田口　尚志 13

グローバル経営 谷口　真美 13

国際貿易と経済学 市田　敏啓 13

国際貿易研究 横田　一彦 13

International Corporate Strategy エドマン ジェスパー 14

●金融・保険トラック

リスクマネジメント研究 李　　洪茂 14

The World's Corporations in a Globalized Society 広田　真一 14

コーポレート・ファイナンス 谷川　寧彦 14

Study of Insurance from a Global Perspective 中出　　哲 15

フィナンシャル・エコノミクス 尾﨑　祐介 15

保険経営と数理 星野　明雄 15

●経済トラック 　

マクロ経済理論 片岡　孝夫 15

開発経済学研究 高瀬　浩一 16

数理計量分析研究 毛利　裕昭 16

コンピュータによる統計分析とその応用 坂野　慎哉 16

企業の経済学 久保　克行 16

計量経済学とその応用〈2022年度休講〉 片山　　東 –

産業組織論研究 加納　和子 17

Empirical Study of Policy Evaluation 富　　　蓉 17

●産業トラック

日本企業システムの経済分析 宮島　英昭 17

国際経済学研究 横山　将義 17

日本経済史研究 花井　俊介 18

国際経済関係研究 池尾　愛子 18

Economic and Business History: Global Perspectives 矢後　和彦 18

雇用労働研究 小倉　一哉 18

イノベーション研究 清水　　洋 19

● ● ● ● ● ●
特 集

 専門ゼミ目次
掲載は科目配当順

2023年度開講ゼミの募集の有無に
ついては、商学部ホームページま
たは掲示板を確認してください。

GMP 対象ゼミ

5 商学部報　No.180



● 

会
計
ト
ラ
ッ
ク

　 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

● 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

● 

金
融
・
保
険
ト
ラ
ッ
ク

● 

経
済
ト
ラ
ッ
ク

● 

産
業
ト
ラ
ッ
ク

● 

経
営
ト
ラ
ッ
ク

先生

■ 研究テーマ
Apple はいかにして音楽の流通革命
を引き起こしたのか。革命の背後に
は、同社の競争優位を支える目に見
えない仕組みが存在します。井上ゼ
ミではそのような仕組みを研究し、
明らかにしていきます。大企業は勿
論、スタートアップ、スポーツ、エ
ンタメなど幅広い対象を研究しま
す。デザイン思考やワークショップ
にも積極的に取り組んでいます。

■ 活動内容
井上ゼミでは「ビジネスモデル研究・
教育の拠点をつくる」ことを目標に、
実業界でも認められるような研究成果
を目指し活動しています。また各々が

「考動する知識人」となるため国内外
の基礎理論を学び、自ら問いを立てて
フィールドワークによって解を導きま
す。さらに、実践の経営学を探求すべ
く第一線で活躍する方々と積極的に交
流します。インゼミや実務家への発表、

ビジネスコンテストへの参加等、外部
への発信にも積極的なゼミです。

■ 新ゼミ生へ  
「自ら問いを立て、解を探求する」

という活動には、今までの勉強とは
正反対の楽しさがあります。一緒に
実践の学びを体験しませんか？

ゼミ HP：
http://www.waseda.jp/sem-inoue/
https://www.waseda.jp/sem-
inoue/recruit2016/index.php

井上 達彦ビジネスモデルと競争戦略

人数：3 年生 15 人、4 年生 11 人　執筆者：小野 凌雅

先生

■ 研究テーマ
経営学に関するテーマを幅広く
扱います。経営戦略、組織構造
をはじめ、コーポレート・ガバ
ナンス、リーダーシップ、モチ
ベーションなどに関するテーマ
も取り上げます。ゼミ論文作成
に際しては、各人（各グループ）
の興味を尊重します。 

■ 活動内容
春学期は、教材を指定して輪読
形式で実施します。秋学期は、
グループでのゼミ論文作成と慶
應義塾大学商学部岡本ゼミとの
インゼミでの発表・討論がメイ
ンの活動になります。また、論
文作成のため、統計に関する学
習、統計ソフトの使い方なども
学習します。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは、各人の主体的な行動が
期待されるという点をよく認識
してください。
ゼミ Twitter：
https://twitter.com/fujita_zemi

藤田 誠 組織と戦略

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：小川 樹

先生

■ 研究テーマ
坂野ゼミでは、現代企業が直面す
るさまざまな問題を多面的な角度
から検討し、それに対する分析能
力や解決能力を身につけることを
目的としています。

■ 活動内容
先生が企業とテーマを定め、グルー
プごとに、マーケティング、ファ
イナンスなど様々な視点から分析
し、プレゼンを行います。プレゼ

ン後はゼミ全体で質疑応答、先生
を交えたディスカッションを行い、
先生によるフィードバックがあり
ます。また坂野ゼミでは、学生主
体のサブゼミがあり、就職時に役
立つ実践的な能力を身につけるこ
とを目的としています。サブゼミ
のテーマ自体は自由で、ゼミ生の
自主性を促す形式になっているの
で、皆高いモチベーションをもっ
て取り組んでいます。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは、何よりもゼミ生の主
体性を尊重しています。そのため、
自ら進んで様々なことに取り組ん
でいける人がこのゼミに適してい
るかと思います。やる気さえあれ
ば、いくらでも実力を伸ばせる環
境も整っています。「遊ぶ時は遊ぶ、
やるときはやる」といったメリハ
リのある坂野ゼミで一緒に楽しく
学んでいきましょう！

坂野 友昭現代企業研究

人数：3 年生 24 人、4 年生 22 人　執筆者：中村 知慎

先生

■ 研究テーマ
中村ゼミでは研究テーマとして「会
社法」を扱います。会社法を中心
にして、組織の運営形態や資金調
達方法、新規事業展開といった経
営戦略上の重要な意思決定過程を
考察することにより、ビジネスの
現場に対する理解を深めることを
活動目標としています。

■ 活動内容
会社法研究Ⅰでは、会社法に関す
る 実 際 の 経 営 問 題 を 題 材 に し た
ケーススタディを中心に、複数人
のグループ毎に対象事例の研究・
報告を行います。会社法の基礎知
識の習得と並行しつつ、実社会に
おける会社法の役割に関して実践
的に理解します。会社法研究Ⅱに
ついては、個人もしくはグループ

単位での卒業論文の作成が主な活
動内容です。

■ 新ゼミ生へ  
中村ゼミには体育会系から文化系
まで男女ともに個性豊かなゼミ生
が所属しており、進路に関しても
メーカーや金融、インフラ、IT 等
の民間企業から公務員、公認会計
士、法科大学院等まで様々です。
多種多様なゼミ生と関わり合いな

がら、ゼミにおける活動に真摯に
取り組む意欲に満ちた方々を中村
ゼミ一同お待ちしています。

中村 信男会社法研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 15 人　執筆者：高山 直也
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先生

■ 研究テーマ
和田ゼミの研究テーマは「企業法」
です。会社は、企業法という枠組
みの中で成り立ち、活動していま
す。その会社の基盤となる企業法
を学ぶことで、法制度から企業の
経営や、株主総会や金融市場の現
状を理解し、そのあり方や問題点
を捉えていきます。 

■ 活動内容
3~4 人のグループに分かれ、各班

に与えられた企業法に関するテー
マについて調べて発表しています。
様々な文献や判例を用いて研究を
進めることで、法制度や企業づく
りの問題点を発見し、解決策を考
え、より深い理解につなげていま
す。コロナの影響により昨年は実
施が見送られましたが、夏には 2
泊 3 日のゼミ合宿に行くなどし、
交流を図ります。

■ 新ゼミ生へ  
「企業法」と聞くと、地味で堅苦し

いイメージを抱くかもしれません
が、企業法こそ全ての企業のスター
トラインであり、その企業を形作
るものです。世の中で起きている
企業問題には企業法が絡んでいる
のです。私たちと一緒にその原因
や影響を探ってみませんか。ゼミ
生一同、皆さんをお待ちしていま
す !!

和田 宗久企業法研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 3 人　執筆者：福万 ゆず

先生

■ 研究テーマ
CSR を切り口に、企業の活動とそ
れを取り巻く社会・環境の間に生
じる問題を研究しています。持続
可能な社会において求められる、
財務的にも非財務的にも優れた企
業経営とはどのようなものか。社
会制度や企業経営など幅広い視点

から学習していきます。

■ 活動内容
3 年生の前期は文献を要約し、3 人
グループに分かれて毎週レジュメ
を作成、ディスカッションを行い
ます。夏には 3・4 年生で合宿を
行います。（感染状況次第ですが。）
後期は早稲田祭での研究発表、イ
ンゼミ、企業との共同プロジェク
トといった対外イベントに取り組
みます。4 年生ではこれまでの集

大成として卒業論文を作成します。

■ 新ゼミ生へ　
谷本ゼミでは積極的に活動に参加
する姿勢を大切にしています。ま
た、「調べる」「まとめる」「伝える」
といった、これからの人生の基礎
となる力を身に着けることが出来
ます。本気でゼミ活動に打ち込み
たいと考えている皆様、お待ちし
ております！

谷本 寛治企業と環境・社会

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：本間 淳太郎

先生

■ 研究テーマ
リーダーシップ、チームワーク、
モチベーション、職務満足など多
岐に渡るトピックを扱う組織行動
を研究するゼミです。ゼミでは、
組織にまつわるトピックを題材に
学生主導で研究を行います。「どん
なリーダーシップがグループの業
績と関係があるか」「モチベーショ
ンはなぜ上がらないか」など、み

なさんも疑問に思ったことがある
と思います。そのような身近にあ
る「人」に関する疑問に対して、
理論を通して仮説を打ち立て、デー
タを集めて検証します。

■ 活動内容
活動は、レクチャー、リサーチプ
ロジェクト、プレゼンテーション
の三本柱で構成されます。並行履
修科目の組織行動論とゼミのレク

チャーを通して基礎知識を身に着
け、自分たちで理論から仮説を打
ち立て、データを集めて分析しま
す。そして、研究結果をプレゼン
で発表してコミュニケーション能
力を鍛えます。2 年の間にいくつも
のグループワークを行い、そして
グループで卒論を仕上げることで、

「自ら考え、行動し、意見を言える」
人材になってもらいたいと考えて

います。

■ 新ゼミ生へ　
村瀬ゼミの目標は早稲田大学でユ
ニークなゼミを作ることです。組
織行動研究を真剣に向き合い、真
面目に学業に取り組み、かつ「work 
hard & play hard」の精神を掲げて
学生生活を送りたい方々の応募を
お待ちしています。

村瀬 俊朗組織行動研究

人数：3 年生 15 人、4 年生 18 人　執筆者：村瀬 俊朗先生

先生

■ 研究テーマ
3 年前期には「世界標準の経営理論」
と英語の論文を用い、ゼミ生とディ
スカッションを通して、経営理論
について幅広く学びます。その後、
メイン活動となるグループ・プロ
ジェクトに入ります。ここでは、
グループごとにテーマ設定、先行
研究調査、データ収集・分析を行っ
ていきます。ここでの目標は、プ
ロジェクトの成果としての論文を

学内外の懸賞論文コンテストに出
し、一等を取ることです。

■ 活動内容
私たちは、経営戦略に関する事例
を定量的に分析し研究しています。
ゼミでは様々な企業事例から経営
戦略の理論に基づいて因果関係を
導き、仮説を立て、統計を用いて
検証します。これらの活動を通し
て、経営理論や統計学、語学、論
理的思考力を体得することを目指

します。

■ 新ゼミ生へ　
山野井ゼミでは、経営理論のみなら
ず統計や英語論文、企業事例などを
広く扱うとともに、論理的思考も
求められます。よって向学心と多
少の忍耐力が必要となります。将
来役立つスキルを身に付けるため
に真剣に活動したい学生には、ぴっ
たりのゼミです。ゼミ生一同、皆
さんの参加を心待ちにしています。

山野井 順一経営戦略研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 5 人　執筆者：山田 悠太、渡邉 結菜
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先生

■ 研究テーマ
経営学、特に組織や人に関する知
見を学び、議論し、そして、実証
研究を行うゼミです。企業やそこ
で働く人は惰性の罠に陥ったり、
経営者は前例主義に固執したり、
イノベーションを生み出すのため
のネットワークが硬直化すること
が多々あります。このような進化
の歩みを止める現象の発生原因を
突き止め、打破する経営政策を検

討することがゼミの目的の１つで
す。卒業研究のテーマは、就職や
映画のデータを用いた研究、オン
ライン・ゲーム・サイトのレビュー
分析、イノベーティブな水着の特
許分析など、自分の関心に沿いな
がら、正確な論証と実証に基づく
卒業研究ができるよう指導してい
ます。 

■ 活動内容
実証論文のレビュー、学生自身の

研究発表、プログラミング等の分
析に必要なツール取得などを行っ
ています。並行履修科目を充実さ
せることでゼミ活動との相乗効果
を高めています。

■ 新ゼミ生へ  
早稲田に来てよかった理由の 1 つ
が、ゼミでの私達との学びとなる
よう努めます。

三橋 平ブレークスルーの科学

人数：3 年生 6 人、4 年生 8 人　執筆者：三橋 平先生

先生

■ 研究テーマ
This zemi is for students interested in 
learning how to develop effective business 
strategies in a world characterized by 
major challenges including climate 
change, rapidly advancing technologies, 
and pandemic diseases among others. The 
complexity of the modern world means 
that managers work under conditions 
of continuous change in the internal 
and external business environments. To 
address these challenges, managers must 

be able to identify and apply relevant 
knowledge from across different business 
areas and even other academic disciplines. 
■ 活動内容
This  zemi introduces students  to 
approaches and methods for doing so. 
Students will learn to identify and address 
important issues that determine the 
success of business strategy. We will study 
contemporary research and learn modern 
analytical approaches including statistical 
techniques and computational simulation 

methods. We pay particular attention to 
the complex context of environmental 
sustainability, although student learning 
is applied across strategic management 
issues. Students will develop their skills 
by identifying contemporary business 
challenges they find important or 
interesting and conducting their own 
research into those issues in order to 
develop their ideas further. 
■ 新ゼミ生へ　
Companies today can no longer be 

successful with a single-minded focus 
on their market environment. Smart 
companies design strategies that 
leverage broader changes taking place 
in the world to innovate and remain 
competitive over the longer term. If 
you are interested in understanding 
how to recognize and respond to these 
complex issues by learning about how 
successful business fits into the broader 
social and natural environments that 
surround us, this zemi is for you.

マレン ジョエルContemporary Strategic Management

人数：3 年生 6 人、4 年生 4 人　執筆者：マレン ジョエル先生

先生

■ 研究テーマ
このゼミではヒューマン・リソース・
マ ネ ジ メ ン ト（Human Resource 
Management, HRM、いわゆる人材
マネジメント）について学び、組
織が目的達成のためどのように人
材を活用しているかについて考え
ます。このゼミは人事の専門家を
養成することを主たる目的とする
ものではなく、商学部がカバーす

る分野を HRM の観点から理解しよ
うとするものです。

■ 活動内容
研究と実務の適度なバランスを取
ります。研究に関しては研究論文

（その多くは英語論文）を読み、理
解できるようトレーニングします。
また自分達でもグループで研究プ
ロジェクトを実際に行い、論文と
してまとめます。実務に関しては

論文の実務への応用を考えるほか、
ケーススタディやディベートなど
を通し実務における人材マネジメ
ント上の問題についてゼミ生同士
で議論します。これに加えて企業
の人事担当者を招き、意見交換を
行います。

■ 新ゼミ生へ　
2020 年度に新設された歴史の浅い
ゼミです。3 年次にグループによる

研究プロジェクトを行うことは必
須ですが、それ以外の活動につい
ては教員とゼミ生で相談しながら
決めます。自由度の高いゼミです
が、それだけに主体性が求められ
ます。自律的に考えて動くことの
できる人に参加してもらいたいと
考えています。

梁取 美夫ヒューマン・リソース・マネジメント研究

人数：3 年生 13 人、4 年生 10 人　執筆者：梁取 美夫先生

先生

■ 研究テーマ
新井ゼミでは、民法を研究します。民法
は、一般市民のための法律のことです。
一般市民が社会生活を送る際に、ある
いは企業が取引行為をする際に、法律
問題が生じた場合には、民法によって、
その問題が解決されることが多いです。
したがって民法は、皆さんにとって最
も身近な法律ですし、最も重要な法律の
一つといえるでしょう。そして民法に
関する知識は、皆さんが市民生活を送

る上で、一生涯にわたり有益であると
ともに、企業人として活躍するにあたっ
ても、皆さんに大きな武器を与えてく
れるものと思います。

■ 活動内容
民法は 1050 条を誇る大法典です。民法
に関しては近時、その改正が相次いでい
ます。そこで民法の構造を理解し、改
正内容を学ぶのが活動内容の一つ目で
す。二つ目は、最高裁判所の出した「判
例」を詳しく分析・検討することです。

判例の影響力は大きく、実務は判例に
基づいて動いています。そこで、判例
の内容や意義を皆で検討します。そし
て三つ目として、時には法律問題をテー
マとするシネマを鑑賞しながら、日本
の法律の問題点を考察することもした
いと思います。少人数ならではの、密
度の濃い教育が展開される（予定です）。

■ 新ゼミ生へ  
新井ゼミは 2020 年に生まれたばかりの、
新しいゼミです。早稲田大学商学部に

入って良かった、新井ゼミに入って良
かったと思ってもらえるような、楽し
く、充実した活動をしていきたいと考え
ています。この新しいゼミを「自分たち
で築いていきたい」という気持ちのある
学生を、心より歓迎したいと思います。

新井 剛民法研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 17 人　執筆者：新井 剛先生
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先生

■ 研究テーマ
河 ゼ ミ で は 企 業 価 値 評 価

（Valuation）について学びます。
企業価値評価とは、財務諸表や
株価といったデータから科学的
根拠に基づいて、具体的な数値
として企業の価値を分析・測定
するという研究分野です。商学
部で学ぶあらゆる分野に生かす

ことができ、また社会に出て役
立つ知識を身につけることがで
きます。

■ 活動内容
通常授業では二人一組のペアを
作り、毎週交代で輪読発表をし
ます。前期は理論を学習し、後
期には自分で選んだ企業の価値
評価を行います。合宿は年に 2

回行う予定で、夏は軽井沢、冬
は鴨川のセミナーハウスで行う
予定です。課題の発表を行った
後にはスポーツや飲み会を行い、
とても充実した内容となります。
■ 新ゼミ生へ  
河ゼミはゼミ生が主体的に行動
するゼミです。自由な雰囲気の
中活動していますが、ゼミ生は

みんなメリハリがあって集中し
てゼミに取り組んでいます。企
業価値評価を専門的に学びます
が、財務諸表の見方や Excel の
使い方など実践的な力も身に付
きます。ゼミを通じて成長した
い方、主体的にゼミ活動をした
い方、ぜひ河ゼミで一緒に学び
ましょう !!

河 榮徳 会計情報論

人数：3 年生 16 人、4 年生 12 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
企業の意思決定や業績管理等に用いら
れる「管理会計」を元にした研究を行っ
ています。戦略経営やマーケティング
など会計学以外の分野にも活用できる
管理会計の知識を身に着けることで、
幅広い分野の研究に挑戦できます。

■ 活動内容
まず二年次の秋学期に、四年生の指導
のもと、管理会計の基礎知識やプレゼ
ンテーションのノウハウについて学び、

研究・発表活動の土台となる力を身に
着けます。三年次には、ビジネスゲー
ムと呼ばれる企業経営のシミュレー
ションを行い、それを元にした経営分
析を行うことで管理会計の活用を実践
的に学ぶことができます。また、学内・
学外のゼミと共同で行う研究発表大会
に向けて各チームでテーマを設定、研
究を行います。細かく先生への進捗確
認・相談を行えると共に、発表の仕方・
資料の集め方等についても丁寧な指導

が受けられるため大きく成長できる機
会となります。四年次には各自卒業論
文の執筆を行います。定めたテーマに
向けて情報収集・分析を行っていきま
す。また、昨年度は開催されませんで
したが、通例年二回の合宿を行います。
発表や議論を通じてレベルアップを図
ると共に親睦を深めることができます。

■ 新ゼミ生へ  
長谷川ゼミで学べることは管理会計の
知識だけではありません。プレゼンテー

ションの進め方や資料の集め方など、
社会に出ても役立つ力を身に着けるこ
とができます。ゼミ生はお互いを尊重
しながら議論を重ねることで主体的に
研究を進めています。さらに豊富な知
識・経験を持つ先生からは多くの学び
を得ています。長谷川ゼミで多岐にわ
たる学びを深めながら、有意義な学生
生活を一緒に送りましょう。皆さんが
納得した上でゼミを選べることを応援
しています。

長谷川 惠一現代管理会計論

人数：3 年生 15 人、4 年生 22 人　執筆者：澤田 壮平

先生

■ 研究テーマ
川村ゼミでは、公認会計士となる
ことを希望する学生を募集してい
ます。財務会計・簿記に関する基
礎的な知識とそれを応用する能力
の習得を目標とします。財務会計
に関する様々なトピックスについ
て、会計基準をベースとして、基
礎的な概念やルールを学ぶととも
に、ケースワーク（問題の作成）

などを通じた能動的な学習をして
いきます。

■ 活動内容
3 年生は、財務会計に関する基礎
知識をしっかりと身につけること
から始めます。財務会計の領域ご
とに、まずは基礎的な用語やルー
ルの確認を行った後、主要な論点
を網羅する択一問題の作成・解答
や簿記的な知識を確認するための

ケースワークを行っていきます。
企業の実際の有価証券報告書を用
いた読解や分析を行います。また、
後期には他のゼミを交えた研究発
表会（インターゼミ）も企画して
います。4 年生は、卒業論文の制作
が主な活動になります。例年、主
要な会計問題に関する会計基準研
究や財務諸表分析を通じた企業研
究などがテーマとして選ばれてい

ます。

■ 新ゼミ生へ 
2022 年度からは、当ゼミでは、公
認会計士を目指すことを旗印とし
て頑張っています。志を高く持っ
て、ともに学び、やり遂げる意欲
のある学生の応募を期待していま
す。

川村 義則 現代の財務会計

　人数：3 年生 19 人、4 年生 9 人 　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
会計情報は、企業情報の中核にあり最
も包括的な情報であり、これを意思決
定に利用する際の有用性を多角的に検
討することが中心的なテーマです。そ
こでは、株価情報やガバナンス情報な
どのその他の情報と会計情報の関連性
を分析することによって、会計情報の
有用性やその情報内容を検討します。
そこでは、科学的に研究することの意
味を理解したうえで会計情報を分析す

ることがポイントです。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、財務会計の機能を
理論的に理解し、コンピュータを利用
したデータ分析の方法を学びます。ま
た、サブゼミでは、3 から 4 チームを
編成して日経 STOCK リーグ（企業レ
ポート・コンテスト）に参加して入賞
を目指します。そこでは 10 年後の社会
をよくするビジネスは何か、という問
題意識のもとで国内外の企業を評価し

ます。4 年生の活動の中心は卒業論文
の作成です。個人あるいはグループで
テーマ設定し、楽しみながら納得でき
る卒業論文の完成を目指します。また、
卒業論文に関する検討の合間で、卒業
前に読むべき幅広い分野の書籍を輪読
し討論します。上記の活動以外に、例年、
コンパ、合宿、公的機関や企業の見学、
OB・OG 会、他大学や他学部のゼミと
のインターゼミなどを行います（本年
度の実施の有無は新型コロナの感染状

況によります）。

■ 新ゼミ生へ  
現実の会計情報に興味がある人、国内
外の企業を分析してみたい人、PC を利
用した情報分析をやってみたい人（PC
初心者でも大丈夫）はぜひ当ゼミに参
加してください。
ゼミ Twitter アカウント：
https://twitter.com/okumura_seminar

奥村 雅史財務報告と分析

人数：3 年生 15 人、4 年生 16 人　執筆者：ゼミ生一同
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先生

■ 研究テーマ
このゼミでは企業価値評価という分野
について学んでいきます。企業価値評
価とは、財務諸表を読み解く会計の知
識に加えてマーケティング戦略への理
解、経済学を利用した市場の動向の把
握などの商学にまつわる分野と、政治
の動向や環境問題などの商学以外の分
野から、企業の将来性を読み解いてい
く学問です。また、企業価値評価で使
われる幅広い知識は企業価値評価に利
用できるだけでなく、どんな職業に就
いたとしても利用できるという有用性

を持っています。 

■ 活動内容
ゼミ生が活動の全てを決定し運営して
いくため、年度ごとにその活動内容は
変わります。例えば、現 3 年生が目標
の一つとして掲げたものに「社会力」
の獲得があります。その上でも特に「プ
レゼン力」を向上させるために、特定
の文献をゼミ生同士で発表・共有する
輪読に取り組んでいます。また、日頃
のゼミで獲得した力を発揮する場とし
てビジネスゲームや他大学との論文発
表会も予定しています。学習活動以外

に月に 1 回行うイベントや食事会など
のゼミ内の親睦を深める活動も予定し
ています。

■ 新ゼミ生へ  
このゼミでは皆さんの自主的な活動を
歓迎します。このゼミには企業価値評
価という研究テーマに沿って皆さんが
考えた独自の活動内容を実践できる環
境が整っています。企業価値評価に興
味があり、自主的なゼミ運営を目指す
方を待っています！ 企業価値評価につ
いて気になった方は、ぜひ説明会に来
てみてください！

大鹿 智基企業価値評価研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 6 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
経営戦略を日常的に遂行される業務活動に関
連づけ、その実現を支援するのが戦略マネジ
メントシステムです。このシステムは企業活
動のさまざまな局面で活用されていますが、
伊藤ゼミナールでは、 企業活動の環境的側面に
関するテーマを多く扱います。とくに、近年
では SDGs の 17 の目標に関連する研究テーマ
を各自が設定し、たんに文献研究にとどまら
ずフィールドリサーチも交えて多面的な研究
を行っています。そして、年度末にはこれを

論文に仕上げるとともに、後述するインター
ゼミの場面で報告・討論することとなります。

■ 活動内容
活動内容毎時間のゼミでは、いくつかのチー
ムに分かれて、選択したテーマについてプレ
ゼンテーションを行い、これを受けて、全
員が参加して活発なディスカッションが行
われます。その成果は、ゼミ早慶戦と銘打っ
た慶應大学との討論会を皮切りに、一橋大
学、関西・中部圏の同志社大学や南山大学、
さらには学内でのインターゼミを通じて発

揮されます。なお、ゼミの他の活動としては、
コンパや合宿はもちろんのこと、企業訪問
や工場見学（コロナ禍でいずれも昨年は中
止）、実務家の招聘等も積極的に行い、生き
た情報の収集と分析に努めています。

■ 新ゼミ生へ
ゼミは、勉強はもちろんですが、一生
の仲間と出会える場だと考えています。
ぜひ、一緒に頑張りましょう！  ホーム
ページにもアクセスしてくださいね。
https://yito-waseda.com/laboratory-2/

伊藤 嘉博環境経営と戦略マネジメントシステム

人数：3 年生 16 人、4 年生 14 人　執筆者：伏木 陽作

先生

■ 研究テーマ
国際分野を中心とした財務会計の
理論について体系的に学び、 会計
情報の作成者や利用者の視点から
分析を行います。また、会計情報
が市場に与える影響などを経済学
や統計学の視点を織り交ぜ、実証
的分析を試みます。 

■ 活動内容
3 年前期は財務会計の応用書を扱
い、個々のトピックについてプレ

ゼンや議論を行います。並行して
論文作成やプレゼンの技術を学び
ます。後期にはより発展した議論
を応用書を用いて行い、グループ
での論文作成を行います。4 年で
は主に個人の卒論作成に取り組み
ます。また、例年は夏合宿や、企業・
日銀等の見学を行います

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは創設６年目のゼミです。 
ゼミ生が主体となり、先生と協力

して運営しているのが特徴です。
新しいゼミならではの自由で柔軟
な活動ができます。ゼミで得られ
たさまざまな知識と経験は卒業後
も必ず大きな力になると思います。
財務会計学に興味がある人や、学
問を学ぶ上で論理的に考えるのが
好きな人、その力をつけたいと考
えている人は、ぜひ私たちのゼミ
で一緒に学びましょう。

八重倉 孝 財務会計研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 5 人　執筆者：ゼミ 5 期生一同

先生

■ 研究テーマ
会計を中心としつつ、他分野 ( マーケ
ティング・経営戦略・ファイナンスなど )
と融合させて学びます。社会に出てから
会計を学び直す人は多いでしょう。「会

計がわからなければ真の経営者になれな
い」( 稲盛和夫 ) という言葉が表すように、
会計リテラシーはビジネスに必要不可欠
です。なぜなら、会計がビジネス活動を
表すストラクチャーであり、ビジネスの
共通言語であるためです。ビジネスの共
通言語である会計は、社会に出てからの
強い武器となるでしょう。なかには「会
計は味気ない」と感じる人もいるかもし
れません。そう感じるのは、会計を単独
でみているためかもしれません。しかし

実は、会計は他分野と切っても切り離せ
ないものです。それらを一体として学べ
ば、会計が面白くなります。私達は、知
識の丸暗記などではなく、生きた会計と
戦略思考を学びます。 

■ 活動内容
● 3 年前期 : 輪読 ( 会計ファイナンス等
を扱う教科書を使用 )、5 分間プレゼン
● 3 年後期 : インゼミ ( 知識を実践 )、5
分間プレゼン

● 4 年 : 卒論執筆

■ 新ゼミ生へ  
●どのような方にお
すすめ？

・ 会計と他分野を融
合させて学びたい方

・資格勉強などと両立したい方
・ ゼミを楽しみ、生涯の思い出を作りたい方
Twitter： @yamauchi_zemi ( 右上 QR コード )
YouTube： https://m.youtube.com/
channel/UCdVH3flmJCQ9GPYT6ad2i3g
HP： http://yamauchizemi.wix. com/yamauchizemi

山内 暁財務報告の研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 21 人　執筆者：川邉 匠馬
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先生

■研究テーマ
恩藏ゼミではブランド戦略、製品市場
戦略、市場参入戦略といったマーケティ
ング戦略を中心に学んでいます。学生
主体で研究テーマを自由に設定し発表
する場を設けており、マーケティング
の本質を踏まえた上で、研究したいテー
マを主体的に学ぶことができます。

■活動内容
週 1 回の本ゼミと週 2 回のサブゼミで
活動を行っています。本ゼミでは、1

班 4 〜 5 人 の グ ル ー プ に 分 か れ て 学
生主体で研究テーマを設定し、発表を
行います。先生と学生からのフィード
バックなどを通じて、マーケティング
の知識を深めると共に、物事を多角的
に見つめる力を養います。サブゼミで
は、学生主体で活動内容を決定し、教
科書を読み進めながら議論をしていま
す。毎年ビジネスコンテストへの参加
や企業とのワークショップを設けてお
り、知識を身につけるだけでなく、学

んだことを実際にアウトプットできる
機会が多いことも恩藏ゼミの魅力です。

■新ゼミ生へ
恩藏ゼミの良いところは、学生が主体
的に活動しているところだと思います。
自分たちで研究テーマを設定し、議論
を行うため、自主性や協調性が養われ
ます。また、体育会の学生や留学をし
ている学生なども在籍しており、ゼミ
以外の活動とも両立可能です。32 年の
歴史があり、OB・OG の方々との繋が

りも強いです。恩藏ゼミでは学生同士
で日々切磋琢磨し、良い刺激を受ける
ことができます。熱意のある学生をお
待ちしております！
Twitter：@onzozemi32
Instagram：@onzozemi

恩藏 直人現代マーケティング研究

人数：3 年生 25 人、4 年生 27 人　執筆者：執筆者：岩田 彩

先生

■ 研究テーマ
実務に直結した学問である会計や監査を将

来活かしていくために、授業で学んだ基本

的な内容や考え方を踏まえ、どのように実

務で使われているのかを知り、どのように

使われるべきかを考え、議論していきます。 

■ 活動内容
会計や監査は国際的に標準化しているもの

の、実際のビジネスは―律ではありません。

そのため、会計処理や監査の業務には常に

判断がつきものであり、それをコミュニケー

ションしていくことが重要です。 本ゼミに

おいては、実際のビジネスや実務を踏まえ

た生きた議論を行い、どのように対応して

しくべきか考えていきます。具体的なイメー

ジを持つための企業等への訪問も積極的に

行っています。

■ 新ゼミ生へ  
「会計」「監査」と聞くと機械的に当てはめ

るだけ、地味といったイメージがあるかも

しれません。でも、実際には、従うべき基

準を作るにも様々な背景があり、基準に従っ

て処理するのにも企業のビジネスをどうみ

ていくかで議論が分かれるものであり、実

務はとても奥深いものです。担当教員のこ

れまでの実務経験を通じて得た様々な会計

や監査の実務を学び、メンバーで議論でき

るこのゼミは、基礎を学んだものの、なぜ

そうなっているか、実務はどのように動い

ているか気になる方に適しています。皆さ

んの積極的なご参加を心からお待ちしてお

ります。

関根 愛子会計・監査実務研究

人数：3 年生 18 人、4 年生 13 人　執筆者：ゼミ生一同・教員

先生

■ 研究テーマ
「Account+ing（説明＋行動）」を制度設計

学上の「ナッジ」として応用し「新しい現
実の構築」（新しいビジネス、経済、開発学、
環境、政治、文化、社会、サステナビリ
ティ等）を研究・実践しています。例えば
損益計算書上のほんの追加的な一行だけで
インドの経済・経営活動を一変させた「One 
Additional Line」についてグーグルしてみ
てください。日本や 25 年後の中国・イン
ドのような成熟経済・社会における制度設

計も遂行中。教授の『幸福と会計』や『関
経連レポート』は岸田内閣の「新しい資本
主義」構想の基礎として利用されています。 

■ 活動内容
GMP ゼミの一つ。ゼミ員がそれぞれの
将来目標「やりたいこと」を見つける
ことが最優先です。学術的、実務的な
テーマのいずれも可能。政府のプロジェ
クトや企業から委嘱されたテーマに参
加可能。ゼミ運営方針や合宿や懇親会
などはゼミ生と教員の合議で決めます。

■ 新ゼミ生へ  
オックスフォードで最高賞を得ていた教
授によるモチベーションが高くフレンド
リーなゼミです。研究者や官庁職員や国
際組織職員やソシアル・アントレや留学
を希望している学生も歓迎。積極的な学
生は 1、2 年生のうちからゼミに参加し
ています。ツイッター等は多用しません
が、個々の事情や希望を重視しますので
積極的にスズキ教授にお問い合わせくだ
さい（researchmap.jp/tomo.suzuki）。

スズキ トモAccounting, Economics and Society

人数：3 年生 7 人、4 年生 12 人　執筆者：3 年生一同

■ 研究テーマ
商品やサービスの在り方、望ま
しいマーケティングの姿、流通
の 発 展 や 現 状、 社 会 情 勢 な ど
の な か か ら、 出 来 る だ け 身 近
なテーマについて議論を行う。
マーケティングに関する理論な
ど知識を蓄積することはもちろ
んのこと、社会の動向やビジネ

ス全般について総合的に理解す
ることを目的として取り組んで
いる。

■ 活動内容
研究テーマにおいては、3 名 1
組となり、グループで課題を研
究し、発表を行う。その後全員
で議論を行う。議論の中ででて
きた疑問点などについて、先生

から解説をもらう。3 年生では
主にマーケティングに関する内
容について、具体的に学ぶ機会
を設けるため、グループで議論
を行ったり、ケーススタディな
ども行う。また、研究テーマの
報告だけでなく、就職活動にも
役立つグループディスカッショ
ンなど、答えのない問題にも取

り組むことがある。４年生では、
卒 業 論 文 の テ ー マ を 先 生 と 選
定し、個人で卒業論文について
取り組んでいく。なお、卒業論
文の進行状況の確認やモチベー
ション維持を図るため、３名１
組となり、チームとしても取り
組んでいる。

河股 久司マーケティング基礎理論研究

人数：4 年生 10 人　執筆者：杉野 紫陽

先生
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先生先生

■ 研究テーマ
広告活動からブランディング、マー
ケティング戦略まで、多角的に学
びます。デジタル化が加速する時代
の、企業と消費者の望ましいコミュ
ニケーションを追究しています。

■ 活動内容
「本ゼミ」では担当の班が教科書を

中心に発表し、各班での議論や先
生からのフィードバックを通して
思考力を鍛えます。「サブゼミ」で

は企業から課題をいただき、マー
ケティング施策の立案を行います。
最終報告会では、課題提供企業か
らビジネス視点でのフィードバッ
クをいただけます。本ゼミ、サブ
ゼミを通して、ゼミ生同士の絆も
深まります。

■ 新ゼミ生へ  
嶋村ゼミの魅力は、学び続けられる
環境です。広告やマーケティングは
変化し続けており、新たな発見の連

続です。個性豊かなゼミ生、豊富な
知識と鋭い視点を持つ嶋村先生と過
ごす時間も、刺激的で学びが多いで
す。ゼミは大学生活後半の大部分を
占めます。「どんな環境で何を学び
たいのか」を考え、自分に合うゼミ
を見つけてください。
Twitter：https://twitter.com/
shimazemi2
Instagram：https://www.
instagram.com/shimazemi26/

嶋村 和恵現代広告研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：毛利 日向子

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・サイエンスとは、マー
ケティングにおける諸問題に対しデー
タ分析などの科学的手法を適応するこ
とで、マーケティング上の意思決定の
質を向上させる方法論を研究する学問
分野です。デジタル化が進み多くのデー
タが集まる現代において、科学的な視
点を踏まえてマーケティングを行うこ
との重要性は日々高まるばかりです。

■ 活動内容
毎週行われる本ゼミ・サブゼミに加え、
春学期は他大学と合同で行う「インター
カレッジゼミ」、秋学期は「関東学生マー
ケティング大会」への参加が主な活動
です。これらの活動を通して、マーケ
ティングに関する知識はもちろん、プ
レゼン能力やロジカルシンキング、統
計的データ解析といった将来にも繋が
るビジネス・スキルを身につけること
が出来ます。

■ 新ゼミ生へ  
守口ゼミの大きな特徴として「熱量の高
さ」が挙げられます。特に最大の活動で
ある「関東学生マーケティング大会」で
の優勝を目指し、ゼミ生は日々全力でゼ
ミ活動に向き合っています。ゼミ生ひと
りひとりが主体性を持ち、絶対に目標を
成し遂げるという強い気持ちを持って活
動しています。このような仲間と共通の
目標に向かって活動できる熱量の高い環
境は、守口ゼミでしか味わえない貴重な

ものです。大学生活の後半戦、1 つの大
きな目標に向かって仲間と共に切磋琢磨
したいと考えている人を、ゼミ生一同
お待ちしております！説明会や下記の
Web サイト・SNS では、活動の詳細か
らゼミの様子まで様々な情報を発信して
いますので、是非一度ご覧ください！
HP：https://moriguchihp.wixsite.com/
moriguchi-seminar
Instagram：moriguchi18th
Twitter：@moriguchi18th

守口 剛マーケティング・サイエンス研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：笠原 柊真

先生

■ 研究テーマ
心理学的なアプローチを用いて消
費者の行動や意思決定へ与える影
響を紐解き、効果的なマーケティ
ング・コミュニケーションの在り
方について研究します。 

■ 活動内容
消費者心理学やマーケティングに
関連したテーマについて、1 年間
グループで研究します。他大学の
学生と意見を交わす合同ゼミも開

催するため、切磋琢磨しながら研
究を深めていくことができます。
秋学期には企業とのコラボ企画を
予定しており、分析、商品開発、
戦略策定、販売の一連のプロセス
でこれまでに獲得した知識を試す
ことができ、実践的な学びが得ら
れます。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは現在の 3 年生が 1 期生の
新しいゼミで、早稲田の須永ゼミ

の形を模索している最中です。で
すので、勉強や研究に主体性が求
められるのはもちろん、ゼミとい
う組織づくりにも積極的に関わっ
てほしいと考えています。活動日
数は多いですが、その分共に高め
合える素敵な仲間ができることを
お約束します！  須永ゼミの研究
テーマについて深く探求したい方、
ゼミ活動に真剣に打ち込みたい方、
お待ちしております！  

須永 努消費者心理学研究

人数：3 年生 20 人　執筆者：田村 菜々穂

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、統計学を用いて消費者の
行動を研究しています。研究テーマは
広告や CSR など多岐にわたります。 

■ 活動内容
ゼミ活動は基本的に週 1 回で、3 年
次は統計学や統計ソフトの使い方を
学んだ後、①論文調査、②個人研究、
③グループ研究を行います。①論文
調査では既存の論文を 1 つ選んで主
張や解釈をまとめ、その有用性や欠

点について議論します。②個人研究
では与えられたデータをもとに自ら
仮説を構築し、統計ソフトを用いて
検証を行います。これによって検証
の方法や流れを把握します。③グルー
プ研究では、選択したテーマについ
て仮説を立てて検証します。実際に
データを集めて研究を行うことで、
検証方法やマーケティング手法につ
いて詳しく学ぶことができます。上
記 3 つの活動を通して研究方法を理

解した上で、4 年次は興味のあるテー
マを自ら設定し、仮説の構築から検
証まで、深く研究していきます。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミの良さは自由度にあります。研
究テーマは自由に設定可能で、活動日
数が少ないため課外活動との両立がし
やすいです。主体的に勉強できる人
や、様々なテーマに興味がある人にお
すすめです。フランクゼミの新たなメ
ンバーを楽しみにしています！

フランク ビョーンConsumer Behavior Research

人数：3 年生 13 人、4 年生 14 人　執筆者：岸 七海
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミは「貿易」を、とにかく具体的に、客観
的に、ありのままに 観察し、そこから物事を考
えてみようというゼミです。必然的に、オペレー
ション・レベルの現場を大切にしてゆく姿勢を
とりますが（「板子一枚下は地獄」を感得する
当事者意識を養いたい）、より上層レベルの事
象も重視しながら（国際関係に絡んだ高次元の
諸問題にも関心を持ってもらいたい）、「貿易」
を考えてゆきます。要は、「貿易」を様々な角
度から研究し大学 4 年間の集大成である卒業論

文に活かす。これが田口ゼミの研究テーマです。

■ 活動内容
ひたすら地味な内容です。安価でどこでも読め
る文庫や新書を中心に、できる限り多くの、幅
広い内容の本－傾向としては歴史を重視したも
のが多い－を読み、考え、議論し、また考える。
そして、それを卒業論文に活かし、仕上げてゆく。
これらのごくごく普通のごくごくありふれた一
連のプロセスです。大きな ジャンプをするには
大きく屈まなければなりません。「将来のために
一度大きく屈んでみるか」と心を決めた学生に、

とくに、いつでも容易に他者と繋がる今だから
こそ、孤独になって物事を見つめ書庫に潜りこ
んで考えてみたいという学生に（ほんの少しで
もそこに価値を見い出せる学生に）、来てもらい
たいと思っています。ゼミは 3・4 年合同で行
います。今年も例年通り多くの本を読む予定を
組んでいます。参考までにゼミ 3 年生が本年度
中に読むのは、『ザ・フェデラリスト』、『アメリ
カ外交 50 年』、『民間防衛』等を含め合計 30 冊

（他に英語論文も数本）ほどに上ります。少しき
ついかもしれませんが本学の学生はそれをこな

す能力を十二分に持っているので、積極的にト
ライをしてもらいたいと思っています。

■ 新ゼミ生へ  
3・4 年合同の合宿や貿易港・税関見学な
どを計画しています。ときにはゼミ OB も
参加します。本当の面白みというのは真剣
さがあってこそ生まれます。 尖った真剣
味を求めている学生は、是非、田口ゼミの
門を叩いてみてください。皆さんよりほん
の少し成熟した在ゼミ生が、あたたかく－
ときに厳しく－迎えてくれるでしょう。

田口 尚志貿易商務研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 10 人 　執筆者：田口 尚志先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは国際貿易に関するトピック
を中心に据えながら、「経済的な考え
方」を身に着け、世の中のあらゆる出
来事に対して「自分の頭で考えること」
ができるようになることを目的として
います。英語のテキストを用いて経済
学とプレゼンテーションの仕方を学び、
日本語の文献を大量に読んで議論しま
す。市田ゼミに入ると、英語力、ロジ
カルシンキング、プレゼン力、経済学

の基礎と応用が身に付きます。

■ 活動内容
通常のゼミ活動、サブゼミに加えて、国
内の勉強合宿が年 2 回、海外大学交流・
研修合宿（2019 年はバンコク）が年 1 回、
スキー合宿、インゼミ活動（昨年度は慶
應、上智、中央、学習院など）を行います。
先生は飲み会にも頻繁に顔を出してくだ
さり、他愛のない話から社会で役に立つマ
ナーなど様々なことを教えてくださいま
す。また、先輩後輩の繋がりの深さも市

田ゼミの大きな魅力の一つです。OBOG の
方は合宿や OBOG 会に来てくださり、お
話を伺う機会が多くあります。普段のゼ
ミ活動に来てくださりお話をしてくださ
ることもあります。卒業後の進路は三井
物産、住友商事、伊藤忠商事などの総合
商社、三菱 UFJ 銀行、みずほ銀行、野村
証券、損保ジャパン日本興亜などの金融
業界、日立製作所、いすゞ自動車、コマツ、
ブリヂストンなどの大手メーカー、デロ
イト、アクセンチュアなどのコンサルティ

ングや NHK などのマスコミ、大学院を経
て大学教員やシンクタンク研究者、国家
公務員総合職など、多岐にわたります。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミ活動の良さは、仲間と一緒に難し
い課題に取り組むことです。活動に必
要なのは、「やる気」や「積極性」であ
り、今勉強が得意であるかは全く関係
ありません。市田ゼミで一所懸命に頑
張りたいという思いを持った方、市田
ゼミでお待ちしています。

市田 敏啓国際貿易と経済学

人数：3 年生 9 人、4 年生 10 人　執筆者：勝部 壮汰

先生横田 一彦国際貿易研究

先生

■ 研究テーマ
グローバル経営、ダイバシティ・
マネジメント 

■ 活動内容
本ゼミでは、グローバルな経営を、
組織とリーダーシップという観点
から学びます。とくに、多国籍企
業にとって多様性への対処は不可
欠であることからダイバシティ・
マネジメントの観点でも調査・分
析・考察を行います。

①テーマに関係する課題文献をレ
ビューし、論点を提起した上で、
発表者の意見を発表します。その
論点で議論を行います。
②教授の研究ネットワークを通じ
て海外大学の学生と交流し、英語
での議論を行います。
③企業の幹部の方々とのディスカッ
ションを行います。学生は、ディス
カッションに先立って該当企業・業
界について資料収集し、分析・検討

したうえで仮説を提示します。 
④秋にはゼミ合宿を行います。主体
的にその年のテーマを定め、テーマ
に沿った訪問企業を選定・訪問調整
を行い、事後レポートを作成します。

■ 新ゼミ生へ  
主体的にゼミ活動に取り組む人、
積極的に英語で意見を述べようと
する意思がある人、様々なバック
グラウンドの人々との交流から学
ぶ意欲のある人を歓迎します。

谷口 真美グローバル経営

人数：3 年生 10 人　4 年生 6 人　執筆者：岩崎 聖太郎

（右上）カナダカルガリー
大学との交流

（左下）Norwegian Business 
School との交流
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先生

■ 研究テーマ
リスクマネジメント論

■ 活動内容
私たちのゼミでは週に一回 3 人
程度のチームに分かれてプレゼ
ンテーションを行っています。
これから AI や IOT の技術はさ
らに進み、世の中は今以上の速
度で目まぐるしく循環していく

ことが予想されます。そのよう
な時代に企業はどんなリスクを
考え、どのようなリスク管理を
していくことが望ましいのか、
その手段について学びを進めて
います。

■ 新ゼミ生へ  
こんにちは。私たち李ゼミでは、
運動部やチアリーディング、ア

ルバイトにいそしむ人など本当
に多様な人が所属しています。
そんな多様な人たちと顔を突き
合わせて学習していくことはと
ても面白いかと思います。また、
ゼミ生の仲もよく授業のほかに
も様々なイベントを開催してい
ます。仲のいい楽しいゼミ活動
をしたい方、他の活動とゼミを

両立したい方はぜひ本ゼミで頑
張っていただきたいです。

李 洪茂リスクマネジメント研究

人数：3 年生 23 人、4 年生 23 人　執筆者：佐竹 洋政

先生

■ Research Theme
In this zemi we investigate 
the  dynamic  and complex 
i n t e r n a t i o n a l  b u s i n e s s 
environment.  We focus on 
business-related strategy – 
including foreign market entry, 
innovation, local adaptation, M&A 
– but also on the business-society 

interface, including issues related 
to climate change, political 
stability, and social development. 

■ Activities
The zemi offers  a  range of 
different activities, including 
group work and presentations, 
online simulations, meetings 
with company representatives, 

case study discussions, and 
i n t e r a c t i o n s  w i t h  f o r e i g n 
visitors. Zemi students will also 
get the opportunity to take part 
in the GMP forum with other 
students enrolled in the Global 
Management Program. 

■ 新ゼミ生へ  
The goal  of  this  zemi is  to 

help you gain the skills and 
confidence to work in a global 
business environment. If you 
are thinking of wording in an 
international context and care 
about global  business and 
society, this is a good choice for 
you!

エドマン ジェスパーInternational Corporate Strategy

人数：3 年生 10 人、4 年生 12 人　執筆者：エドマン ジェスパー先生

先生

■ 研究テーマ
研究テーマは機械学習と金融です。
ゼミで機械学習に使うプログラム
言語は Python です。機械学習で
はデータを使って予測したり分類
したりします。データは数値に限
らず人の顔などの画像でも構わな
いのですが、株価など金融関連の
データを使っていきます。

■ 活動概要
自分のノート PC で実際にプログ

ラムを動かして、Python と機械学
習をひととおり学びます。その後、
例えば、ある日の日経平均の騰落 
( 上昇 / 下落 / 不変 ) を予測するモ
デルを作りアンサンブル学習を行
なうなど、金融への応用事例を学
ぶなかで機械学習の力をつけてい
きます。また、株式投資シミュレー
ション・ゲームをしたり、ディベー
トをしたりして、金融についても

知識を深めます。

■ 新ゼミ生へ   
時間を守り自分の守備範囲はきちん
とこなすなど、チームで活動できる
ことは前提です。その上で、自らこ
うなりたい、ゼミでこういうことを
やりたいというイメージを持ってい
る人を重視します。その方向が互い
に調整できて、ゼミとしてまとまっ
た活動ができそうな方々でゼミを構
成できれば、学生生活最後の 2 年間
を有益に送ってもらえると思います。

谷川 寧彦コーポレート・ファイナンス

人数：3 年生 4 人、4 年生 6 人　執筆者：谷川 寧彦先生

先生

■ 研究テーマ
世界中の企業の経営について学び
ます。企業の目的、行動、戦略、ファ
イナンス、ガバナンス、パフォー
マ ン ス（ 収 益 性、 成 長 性、ESG）
等を国ごとに比較し、各国の企業
の共通点と相違点とを考察します。
そして、そうした国ごとの企業の
特徴が、その国の経済、法律、文化、
宗教などから生じているかどうか
も検討します。 

■ 活動内容
ゼミでは、世界の企業、経済、法
律、文化、宗教等の知識を身につけ、
分析力・考察力を高めるとともに、
英語と日本語のどちらでもプレゼ
ンテーション、ディスカッション、
ライティングができるようにしま
す。また、今や広田ゼミの伝統と
なった慶應義塾大学や一橋大学と
のインターゼミ（日本語で実施）、
中国・台湾・韓国・シンガポール

などの海外の大学の学生との共同
学習（英語で実施）も行います。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミでの学習に情熱を持って取り
組み、君たちの資質とポテンシャ
ルを著しく伸ばし、10 年後に日本
で、あるいは世界で、グローバル
な社会に貢献する人になることを
願っています。

広田 真一The World's Corporations in a Globalized Society

人数：3 年生 7 人、4 年生 8 人　執筆者：広田 真一先生台湾の大学でのプレゼンテーション
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先生

■ 研究テーマ
行動経済学の視点から金融を勉強
しているゼミです。心理学と経済
学 を 組 み 合 わ せ た 行 動 経 済 学 の
テーマである「なぜ人間は非合理
的な行動をするのか」をメインに、
金融分野の研究を班ごとに進めて
います。

■ 活動内容
3 年生では行動経済学の教科書の輪
読を始めに行います。その後、グ

ループに分かれて商学部懸賞論文と
日銀グランプリに向けて準備を進め
ます。研究を進める中で、ゼミ内で
のビブリオバトルやゼミ合宿、他大
学とのインターゼミを行うのでプレ
ゼンテーションスキルを磨くことも
可能です。グループ活動が基本にな
るのでゼミ生と切磋琢磨しながら学
ぶことができます。

■ 新ゼミ生へ  
尾崎ゼミではメリハリをつけて活

動し、必ず学んだことをアウトプッ
トする機会を設けます。また、金
融をメインとしたゼミではありま
すがゼミ生が興味ある分野を行動
経済学の観点から学ぶこともでき
ます。学生の主体性を重視し、学
生が新しい取り組みを提案するこ
とも可能です。学生生活最後の 2
年間を有意義に過ごせるよう尾崎
ゼミで成長し合いましょう！

尾﨑 祐介フィナンシャル・エコノミクス

人数：3 年生 12 人、4 年生 11 人　執筆者：小澤 和弥

先生

■ 研究テーマ
当ゼミのテーマの中心はマクロ経
済学の理論です。マクロ経済学は
時代の変化の中で大きく変化して
おり、さまざまな考え方を含んで
います。私たちは一つの立場にこ
だわることなく、それらを並列的
に学習し、異なった考え方の相違
点や背景について研究しています。

■ 活動内容
ゼミは 3 限から 5 限まで 3 コマ連

続で行われ、3 年生は 3、4 限、4
年生は 4、5 限に参加します。３
限と 5 限にはマクロ経済学に関す
る本や論文を輪読し、4 限には 3・
4 年生共同で、マクロ経済のシミュ
レーション分析の実習を行ったり、
自由なテーマによるプレゼンテー
ションを行っています。その他、
合宿や企業見学を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
片岡先生は非常に学生思いで、一

人ひとりにしっかりと目をかけて
くださいます。またゼミの授業は
知的な楽しさに満ち溢れています。
ゼミで新たなチャレンジをしたい
人、大学でしかできないことをや
りたいという人の参加をお待ちし
ています。

片岡 孝夫マクロ経済理論

人数：3 年生 14 人　執筆者：新井 和真

先生

■ 研究テーマ
損害保険の制度・種類や保険会社の戦

略などについて、日本や海外の様々な

事例に触れながら学んでいます。また、

保険とは何であるかを英語で理解する

ことを重要視しています。保険のなか

で何を専門的に学ぶかについては学生

が主体となり、学年ごとに行いたい軸

を定めています。現四年生は農業保険

について研究しています。

■ 活動内容
保険に関する入門書を読み、グループ

プレゼンテーションやディスカッショ

ンを行っています。そのほかにも「東

京学生保険ゼミナール」という学術発

表の場への出場や海外の大学との交流、

保険会社の現役社員へのプレゼンテー

ションなどの活動にも取り組みます。

プレゼンテーションやディスカッショ

ンを通じた知識のアウトプットの機会

が豊富に設けられていることが私たち

のゼミの特徴として挙げられます。

■ 新ゼミ生へ  
私達のゼミは学生主体の運営を行って

おり、活動方針や新しい取り組みをそ

れぞれの代の学生達自身で決めること

ができます。体育会に所属する学生も

多いですが、“ 学生一人一人の裁量の

大きさ ” という私達のゼミの有する強

みを活かしながら、各自がしっかりと

両立しています。将来グローバルに活

躍したい方や保険を深く学びたい方、

自らが主役となってゼミ活動に取り組

みたい方、優しい中出先生の下で目標

に向けて切磋琢磨していきましょう！

中出 哲Study of Insurance from a Global Perspective

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：樺島 由梨花

先生

■ 研究テーマ
保険会社の戦略的な行動（新商品・
サービスの開発、他業との業務提
携、海外進出、M&A、新技術の導入、
組織改革など）から、具体的な題
材を取り上げ、その経営判断を研
究します。幅広い分野から、皆さ
んに積極的な関心を持ってもらえ
る主題を取り上げたいと思います。
題材の特性に応じて数理的な考察

を行いますが、数学の予備知識は
特に必要ありません。本年度はマー
ケティングを主題としています。

■ 活動内容
まずマーケティングについて、知
識の基盤を作っています。保険販
売では商品の差異が認識されにく
いため、マーケティングが特に重
要になってくるのです。基礎知識
をつけた上で、保険会社が実際に

どのような政策を打ち出している
か、その意義やリスクは何か、成
否のポイントを研究します。

■ 新ゼミ生へ  
2021 年に新しく開講したゼミで、
ゼミ生は私 1 人です。最大の強み
は主体性の高さが挙げられるでしょ
う。皆さんが 2 期生となり、研究テー
マを柔軟に変更していくことも可能
です。そのため保険分野に興味のあ

る人だけでなく、商学について幅広
い範囲で学びたい人にも適している
と言えます。またゼミの組織作りを
１から行えることも大変魅力的であ
ると思います。是非私や星野先生と
共に、ゼミを大きくしていきましょ
う。少しでも興味のある方は連絡お
待ちしております！
Instagram:：konkei5
LINE：5gane373tyuu

星野 明雄保険経営と数理

人数：3 年生 1 人　執筆者：近藤 奎介＋星野 明雄先生
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先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、発展途上国が現在抱
え る 諸 問 題 を 研 究 テ ー マ と し て
扱っています。具体的には、発展
途上国における経済発展の施策や
都市失業、そしてミクロネシアを
はじめとした太平洋島諸国につい

て研究しています。
■ 活動内容
3 年時には、開発経済学の教科書や

資料を用い、輪読とプレゼンをし
て進めていき、経済理論の学習な
どを行います。後期は各々で研究
対象とする国を設定し、情報集め
を行った上で学期末にタームペー
パーと呼ばれる卒業論文の初稿を
作成します。サブゼミでは、実用
的な英語の学習や卒業論文に不可
欠な計量や統計の手法をエクセル
で学習します。4 年時には、各自卒

業論文作成に 1 年間かけて取り組
みます。今年度は新型コロナウイ
ルスの蔓延によって行えませんで
したが、ゼミ合宿や OBOG 会も実
施します。こうした活動はゼミ生
の自主性に任されており、海外大
学への訪問をした年もあります。

■ 新ゼミ生へ  
私たちのゼミでは、ゼミ生の主体
性に任されており、自由に学ぶこ

とができます。世界が変動する今、
途上国経済への理解は欠かせませ
ん。現在、海外大学への訪問など
も企画中です。高瀬ゼミで有意義
な 2 年間を過ごしましょう。

高瀬 浩一開発経済学研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 5 人　執筆者：袖山 瑛志

先生

■ 研究テーマ
毛利ゼミでは、数理解析の手法、
及び東欧地域に関する研究を行い
ます。数理解析に関しては最適化、
確率統計、ゲーム理論、機械学習
の基礎的手法を学び、さらに経済
経営現象との関連性も合わせて学
習していきます。東欧地域の研究
でも、確率統計や機械学習のツー
ルも用いながら同地域の政治 / 経

済 / 社会情勢を考察していきます。

■ 活動内容
3 年次は数理解析および東欧に関し
ての基礎的な知識を学習し、4 年
次はその応用的な学習及び卒業論
文を作成します。コロナ以前には、
毛利ゼミは、毎年海外合宿を実施
していました。コロナの状況が好
転すれば、東欧での大学交流合宿
を再開予定です。ここ 2 年間のコ

ロナ禍では、オンラインでウクラ
イナとベラルーシの学生とのミー
ティングを実施しました。また、
東欧学生向けアンケートをゼミ生
で協力して実施したりなど、他の
ゼミ生とも近い距離で学習をして
いけます。

■ 新ゼミ生へ  
毛利先生は、数学についてはゼミ
生のレベルを見ながら復習をしつ

つ懇切丁寧に教えてくださるので、
必要な前提知識は 1 年生の基礎数
学程度です。皆さんも毛利ゼミの
充実した学習環境で「数理能力×
グローバル能力」を身につけ人工
知能にとって代わられない人を目
指しませんか？ 

毛利 裕昭数理計量分析研究

人数：3 年生 4 人、4 年生 2 人　執筆者：山崎 宇哲、秋元 俊吾

先生

■ 研究テーマ
本ゼミの目標は、ゼミ生全員が、
統計学の方法を用いてデータを
適切に扱えるようになることで
す。

■ 活動内容
3 年生は統計学の基礎を丁寧に
学習します。Excel によるデー
タの取り扱いを学んだ後、統計
検定 2 級合格のための演習問

題に取り組みます。4 年生は統
計学の一分野である計量経済学
を、教科書の輪読と統計ソフト
の使用を通して学び、ゼミ論文
執筆に必要な知識と能力を身に
つけます。

■ 新ゼミ生へ  
統計分析は、実際に手を動かし
て確認することで知識が定着し
ます。したがって、この作業を

実際に行う当ゼミでは、統計分
析を「特技」とすることが可能
です。当ゼミは、比較的少人数
なので集中でき、数学がそれほ
ど得意な方でなくても、坂野先
生が丁寧に教えてくださるので
安心です。皆さんのご参加をお
待ちしております！

坂野 慎哉コンピュータによる統計分析とその応用

人数：3 年生 8 人、4 年生 4 人　執筆者：森 千裕

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、企業を取り巻く様々
な問題を多角的にデータ分析して
います。具体的には「企業の不祥
事は株価にどう影響するのか」「女
性役員の登用は企業にとってプラ
スなのか」など、企業活動を理解
するうえで不可欠な問題を取り扱
います。経済トラックに属してい
ますが扱う領域は多岐にわたり、
行動経済学やマーケティングの知

識も同時に用います。 

■ 活動内容
教授から提示される記事や英語論
文を、グループごとに分析・プレ
ゼンテーションを行います。発表
の際に教授から的確なアドバイス
を頂けるので、論理的かつ簡潔に
話す力が身に付きます。サブゼミ
では、ゼミ生が中心となって統計
学やマーケティングの基礎知識を
学び、今年度は関東学生マーケティ

ング大会にも出場しました。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは、経済学をはじめとし
た幅広い知識を身に付けることが
できます。また、活動はグループ
で行うため自然と仲良くなります。
みなさんと一緒に研究できる日を
心よりお待ちしております。
Twitter：https://twitter.com/kubozemi_2022
Instagram：https://www.
instagram.com/kubozemi2022

 久保 克行企業の経済学

人数：3 年生 27 人、4 年生 20 人　執筆者：坂井 彩夏、千田 初菜
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先生先生

■ 研究テーマ
統計的手法で、企業分析を行いま
す。具体的には、戦後の日本企業
のシステムの変遷や今後の課題を、
経営や経済、金融などの面から分
析します。「企業」「金融機関」「政府」
それぞれの組織行動に着眼点を置
きます。経済学をはじめ、経営学、
統計学、会計学を含めた総合的な
学習ができます。多岐に及ぶ分野

を学習するため、将来社会に出て
役に立つ知識が身につきます。

■ 活動内容
本ゼミでは、毎回発表班と質問班
に分かれて、与えられた課題につ
いて議論を交わします。基本的に
ゼミ生主体の活動となり、先生に
は内容のまとめ、補足などゼミ生
のフォローをしていただいていま
す。 サ ブ ゼ ミ で は、Excel を 用 い

て統計学を基礎から学び、分析の
手法を身につけます。また、30 年
を超える歴史を持つ宮島ゼミでは
OBOG の方々の人数が多く、交流
が深いです。

■ 新ゼミ生へ   
当ゼミのモットーは「スポーツの
ように勉強する」です。基礎的な
ことを突き詰めて自身の研究を深
めていくことは、とてもやりがい

があります。アットホームかつ緊
張感のある活動の中で、そのやり
がいを感じたい人、企業研究に取
り組みたい人、世の中の流れを広
く知りたい人など、意欲のある皆
さんの参加をお待ちしています。
Twitter： https://twitter.com/
miyajimaseminar
Instagram： https://www.
instagram.com/miyajimaseminar/

宮島 英昭日本企業システムの経済分析

人数：3 年生 20 人、4 年生 19 人　執筆者：関 宗一朗

先生先生

■ 研究テーマ
まずはすべての基礎となる経済学を身
につけ、その知識を応用してさまざま
な条件下で用いられる経済政策を分析
します。そして国際貿易論、国際金融
論からなる国際経済学を学ぶことで、
段階的に研究を進めていきます。

■ 活動内容
ゼミは本ゼミとサブゼミに分かれてお
り、計週２コマ行われます。本ゼミでは、
３年生は指定教科書の担当範囲につい

てグループごとにプレゼンテーション
を行い、議論を交わしながら国際経済
学に関する理解を深めます。４年生は
それに加えて、自身が決めたテーマに
ついての卒業論文を執筆することで２
年間のゼミ活動を締めくくります。サ
ブゼミは主に本ゼミの準備に充てられ、
各グループは自分たちの発表に向けて
お互いに議論しながらプレゼンのコン
テンツを作成しています。またゼミ合
宿が毎年９月に開催されており、ゼミ

生同士で親睦を深めています。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは 20 年以上の歴史を持つ商学部
の中でも伝統的なゼミです。国際経済
学は難しいですがそれだけ深く勉強す
る価値のある学問です。また、プレゼ
ンテーションを通して得られるアウト
プットの経験も社会に出て必ず役に立
ちます。ゼミ生が主体となって活動し
ている上、少人数なのでアットホーム
で自由な雰囲気です。学部長である横

山先生はゼミ生の糧となるよう豊富な
経験に基づくアドバイスでサポートし
て下さいます。共に有意義な 2 年間を
過ごしましょう！

横山 将義国際経済学研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 7 人　執筆者：斎藤 ふきの

先生

■ 研究テーマ
産業組織論は、企業を経済主体とし
て扱い、市場・産業における企業の
相互依存関係や消費者行動を分析す
る応用ミクロ経済学の一分野です。
日頃接している小売企業の戦略はど
のように分析できるのか、またそう
した戦略は消費者にどのような影響
を及ぼすのかといった問いを経済学
的な視点を中心に考えます。また、

ゼミではデータ分析の手法も学習し
ます。実際にデータをみて自ら分析
することで、多くの発見を得ること
ができます。 

■ 活動内容
3 年次には文献の購読とゼミ生によ
る報告を行い、産業組織論の基礎
的な理論やトピックを学習します。
昨年度は代表的な教科書や、小売
企業の戦略についての政策的立場

を論じた英文論文などを輪読しま
した。また、後半には、データ分
析の学習や演習をふまえてグルー
プワークを行いました。4 年次には、
個人研究の発表と卒論の作成を行
います。自ら問いをたてデータを
収集し、統計学的手法を用いて分
析・考察を行います。

■ 新ゼミ生へ  
グループワークや卒論研究では、必

ずしも産業組織論の枠にとらわれ
る必要はなく、自身が重要だと思う
問題を深く考察してほしいと考えて
います。関心はあるけれど一見どう
扱ってよいのかわからないテーマを
どのように分析可能とするかはゼミ
生次第です。そのような問いにこそ、
重要な問題提起がかくれている可能
性があります。一緒に活気あるゼミ
を創っていきましょう。 

加納 和子産業組織論研究

人数：3 年生 13 人、4 年生 11 人　執筆者：加納 和子先生

先生

■ 研究テーマ
我々の生活に緊密している「政策」。そ
の政策が期待通りの結果を生み出すた
めには、エビデンスが必要です。本ゼ
ミは、エビデンスに基づく政策を計量
経済学の視点から検討することを中心
としています。具体的には経済学と統
計学を織り合わせて、複数の提案すな
わち政策を比較したり、それぞれの効
果を測定したりすることにより、物事
を改善／解決する最善策を洗い出しま

す。つまり、私たちのゼミで理論や知
識を学ぶのみならず、応用力を磨くこ
ともできます。 

■ 活動内容
前期には、教科書発表をメイン活動と
なります。発表を通じてプレゼン能 力
を高めながら、専門的な知識を学んで
いきます。その後グループで社会保険
や年金、補助金など具体的な政策につ
いて、学んだ知識を用いてデータ収集
／分析を行ったり、政策の効果を判断

したりします。富ゼミでは、何より学
生の興味と自主性を重視しています。
そのため、研究課題としてどのような
政策を選んでも構いませんし、英語と
日本語のいずれかで発表することも可
能です。

■ 新ゼミ生へ  
経済学といえば、日常生活から遠ざか
る専門性の高い科目というイメージが
あるかもしれません。しかし、経済学
は私たちの生活の隅々まで浸透してお

り 、多くの社会課題を解決することが
できます。私たちのゼミはこのように
社会課題を注目しながら、経済学を活
用しています。もし興味があれば、遠
慮なくぜひ参加してください。

富 蓉Empirical Study of Policy Evaluation

人数：3 年生 3 人、4 年生 5 人　執筆者：黄 沐春
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先生

■ 研究テーマ
近現代日本の経済発展に関する
マクロ的な分析や日本における
企業システムの形成過程に関す
るミクロ的な分析などを中心に
研究を行っています。

■ 活動内容
３年春学期に経済史・経済学の
基礎を勉強し、夏合宿を経て、

秋学期にはテーマ研究を通じて
実 際 の 分 析 手 法 を 身 に つ け ま
す。これと並行して各自の研究
テーマを徐々に絞り込みます。
ゼミの最終目標は各自のテーマ
について、ある程度の長さをも
ち、必ず１つ以上のオリジナル
な論点を含む論文にまとめあげ
ることです。４年のゼミは、ゼ

ミ生相互の議論によって修正を
繰り返しながら、この論文を仕
上げることに充てられます。

■ 新ゼミ生へ  
オリジナリティのある論文を作
成するのは、決して楽なことで
はありません。ですから、ゼミ
生にはいい加減な議論でごまか
さ ず、 解 決 策 を 得 る ま で 真 剣

に努力を続けることが必要とさ
れます。厳しさと楽しさを両立
できる学生の参加を待っていま
す。

花井 俊介日本経済史研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 9 人　執筆者：花井 俊介先生

先生

■ 研究テーマ
石油や石炭などの化石燃料や太陽
光 や 地 熱 な ど の 再 生 可 能 エ ネ ル
ギーについて、世界各国の政治経
済要因を踏まえ文献や統計データ
を基に分析し、エネルギー産業や
国際経済を研究します。

■ 活動内容
3 年次には「エネルギー白書」を
パートごとに振り分け、個人ワー
クとしてエネルギー産業への基本

的な理解を深めていきます。その
後、グループワークとして各々が
研究したいテーマを選び研究・発
表 を 行 い ま す。 文 献 と 現 状 と の
ギャップを先生からのアドバイス
で埋めつつ、ゼミ生同士で意見交
換を行う事で、エネルギー産業へ
の総合的な理解を得る事が出来ま
す。

■ 新ゼミ生へ  
私たちの豊かな生活を根底から支

えるエネルギーには、有限な資源
の存在があります。エネルギー産
業はビジネス的側面だけでなく各
国の宗教・政治・貿易など様々な
要因が密に関わる圧倒的なスケー
ル感を感じる事ができる分野です。
個人の自主性を活かした活動が出
来る当ゼミで、エネルギー産業や
国際経済の研究をしてみませんか。

池尾 愛子国際経済関係研究

人数：3 年生 13 人、4 年生 12 人（うち１人交換留学中）　執筆者：大江 慶季

先生

人数：3 年生 10 人、4 年生 25 人　執筆者：矢後 和彦先生

T h i s  z e m i  c o u r s e  d e a l s 
w i t h  h i s t o r y  o f  e c o n o m y 
a n d  b u s i n e s s  f r o m  g l o b a l 
perspectives. Students learn 
how to handle the archival 
r e c o r d s  o f  i n t e r n a t i o n a l 
institutions and/or global firms, 
how to frame their questions 
and replies on history,  and 

how to apply their historical 
knowledge. 

Y o u  a r e  r e q u i r e d  t o  r e a d 
numbers and records in history, 
but no technical knowledge 
is necessary: we historians are 
the generalists. Only thing I 
ask the students to do in this 

zemi is to “enjoy”: just feel free 
to read history, jump into the 
international forum, and enjoy 
tackling the global issues in 
front of you.  

矢後 和彦Economic and Business History: Global Perspectives

先生

■ 研究テーマ
小倉ゼミでは、「働くこと」を
研究対象としています。ほとん
どの学生は、社会人になります
が、その多くは企業や組織に「雇
われて働く」のです。それを雇
用労働と言います。その際に、
どういう問題があり、またどう
考えていくのかということを研
究対象としています。

■ 活動内容
半期ごとに、3 〜 4 人のグルー
プを入れ替えて、各グループが
研究テーマを設定し、半年間、
リサーチして最後に発表しま
す。就職活動の問題点、大企業
と中小企業の労働条件格差、働
き過ぎと過労死、人事評価制度
の問題点、女性の働き方とワー
クライフバランスなど、様々な

テーマを自由に設定し、活発な
議論が繰り返されています。

■ 新ゼミ生へ  
社会人としてのマナーを身につ
け、自主的に行動すれば、学生
時代の貴重な経験になるでしょ
う。

 小倉 一哉雇用労働研究

人数：3 年生 15 人、4 年生 11 人　執筆者：小倉 一哉先生
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先生

■ 研究テーマ
イノベーションを企業の競争戦略
や組織構造、産業組織の観点から
歴史的に分析しています。大きく
は、（1）イノベーションにはどの
ようなパターンがあるのか、（2） 
イノベーションのパターンに影響
を与えるのはどのような要因があ
るのか、（3）企業はイノベーショ
ンのパターンをどのように戦略的
に活用できるのかの 3 点を中心に

分析をしています。

■ 活動内容
ケースや論文、書籍などを読むと
ともに、実際に分析や提案を行っ
ていきます。とにかく巨人の肩に
のぼります。OB,OG とのコミュニ
ティも大切にしています。

■ 新ゼミ生へ  
2019 年から開講した新しいゼミ
です。これからどのようなゼミに
なっていくのか楽しみです。やる

ことは多いとは思いますが、それ
だけ得るものも多いはずです。楽
をしたい人はぜひ遠慮してくださ
い。せっかく大学にきたのだから、
ゼミに入って勉強した方がいいよ。
できるだけ濃い議論をと思ってい
るので、人数は 8 〜 10 人程度と
絞っています。
https://sites.google.com/site/
hiroshishimizu529/introduction

清水 洋イノベーション研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 10 人　執筆者：清水 洋先生
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■大学院生の部

最優秀論文賞 宮嵜 健太 
 「日本の地方議会における議員報酬と選挙・議会活動 －報酬額とその自主的な増額が与える影響－」

優秀論文賞 金子 果歩 
 「女性の学歴と結婚行動の関連 －離散時間生存モデルを用いて－」

■学部学生の部

最優秀論文賞 池淵 望、大野 日菜子、呉 哲宇、嶋倉 駿、頼 静 
 「海外直接投資の流入がベトナムの貧困率に与える影響 －省レベルの産業構造を通じた実証分析－」

 渡邊 将真、林 涼香、山本 美波、楊 姝 
 「輸出先の多様化と産業の生産性 －日本の製造業における実証分析－」

優秀論文賞 川端 柊 
 「独立社外取締役が企業の投資行動に与える影響 －各国の文化による国際比較－」

 細川 暉慶 
 「トップ・マネジメント・チームにおけるタスク・フォールトラインと企業パフォーマンスの関係性 －チーム内外のコンテキストがもたらす影響－」

 殿垣 圭史、赤嶺 凛、蜷木 百花、米田 圭 
 「仮想水貿易と比較優位 －ヘクシャー =オリーン=ヴァネック・ モデルを用いた実証分析－」

 荒木 陸、池ノ谷 南、田巻 真衣、山川 尋子 
 「日本企業におけるM&AがCSRに与える効果」
佳　作 木村 仁美 
 「Realized GARCH モデルによる株価指数の推定 －途上国の株価指数を中心に－」

 豊田 陸、宇治 紘孝、三村 万里、小笠原 瑠斗 
 「企業の非合理な案件獲得行動に競合が与える効果 －入札競争におけるエスカレーション・コミットメントの実証研究－」

 槇本 萌、齋藤 怜那、和田 友寿 
 「企業成果を高めるビジネスモデルの追加パターン －パネルデータを用いた実証研究－」

 井上 裕貴、足立 由依、井出 圭済 
 「図は文ほどにものを言う －投資家を惚れさせるビジネスモデルの表現方法とは－」

 相川 大祐、伊澤 大輝、オムソヒョン、勝俣 龍太郎、丹波 百音 
 「社外取締役が企業の環境・社会パフォーマンス及び財務パフォーマンスに与える影響 －サステナビリティ経営を求める声が高まる前後での比較－」

2021年度　早稲田商学学生懸賞論文　入賞論文

早稲田商学学生懸賞論文は、学生の皆さ

んの学業面における成果である優秀な論文

を表彰するとともに、その成果を内外に知

らしめることを目的として、早稲田商学同攻

会が運営しています。卒業論文やゼミ論文

などの研究成果は、多くの場合ゼミ等の内

部でのみ共有されます。しかし、せっかく

の成果ですから、多くの人たちに知ってもら

うことも大切です。ゼミの先輩や担当教員

だけではなく、他の教員から評価を受ける

ことで研究のさらなる深化が達成できたり、

研究成果の客観的な評価を得られることに

もなります。

審査の結果、優秀と認められた論文につ

いては、『早稲田商学学生懸賞論文入賞論文

集』に掲載され、商学部の教員や学生に配

付されます。また、特に優秀と判定された

論文については、その後の査読を経て、教

員の研究成果をまとめた論文集である『早

稲田商学』または『文化論集』に掲載され、

全国各地の大学図書館等に配付されます。

また、賞状と副賞(賞金)が授与されるほか、

表彰式および祝賀パーティが開催されます

(2021年度は表彰式のみを実施)。

早稲田商学学生懸賞論文には、すべての

商学部生が応募できます。近年では、1・2

年生の応募した論文が入賞することも増え

ています。研究テーマが商学に限定されて

いるわけではないので、自身の興味のある

テーマで論文執筆が可能です。また、個人

でもグループでも応募可能です。なお、プ

ロゼミを含むゼミ所属者については、ゼミご

との応募篇数に制限がありますので、ゼミ

内で相談してください。

2022年度の詳細なスケジュールについて

はまだ確定していませんが、例年1月中旬に

応募を受け付け、3月初めに結果発表、3月

下旬に表彰式および祝賀パーティという流

れになっています。12月ごろに商学部Web

ページやMyWasedaの「お知らせ」を通じて

詳細をお知らせします。

多くの皆さんの応募をお待ちしています。

 早稲田商学同攻会編集委員会

早稲田商学学生懸賞論文応募のお誘い

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

2021年度の「早稲田商学学生懸賞論文」では、大学院生の部と学部学生の部にあわせて37篇の応募がありました。

1つの論文につき2名の先生方による一次審査とその結果をふまえた合同審査会での厳正なる審査の結果、下記の方々が入賞しました。

※ 各賞入賞論文は応募受付順に並んでいます。
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 執筆動機

今回執筆した論文のテーマは、2019年の夏

頃から温めていたものでした。私は当時商学

部の学生でありながら大学院へ進学後、日本

で今、実際に起こっている社会問題に関して

統計的な分析を行いたいと考えていました。

その中で、2019年 4月の統一地方選挙におい

て立候補者が少ないという問題に直面してい

る自治体があり、さらにそれに対して議員報

酬の増額という対策を試みた自治体も存在す

るというニュースを耳にし、この政策の効果を

推定することで今後の日本の地方自治に一つ

の示唆を与えたいと考えました。

 論文の内容

【議員報酬額が変わると選挙における立候

補者の人数やその構成・議会活動が変わるの

か】、【議員報酬を増額すると、その自治体の

有権者は税金を不当に使われたと感じ、選挙

で何らかのアクションを起こすのか】の2つが

今回検証した内容です。選挙情報サイトや各

省庁の公的統計をかき集めてデータセットを

構築し、「操作変数法」と呼ばれる計量経済学

の手法を中心とした分析を行いました。結果

として、議員報酬額が高くなると議席あたりの

立候補者が増え、立候補者の平均年齢は下が

るという傾向があるものの、その効果の量は

あまり大きくないこと、議員報酬を増額すると

投票率が高くなるという傾向があることが明

らかになりました。

 執筆にあたってのエピソード

年末に指導教授の片山先生やゼミのメンバ

ーから、論理の飛躍があるところや表現が分

かりづらいところを多数指摘していただき、半

ば自棄になりながら（笑）推敲を繰り返したの

で苦労しました。一方で、良い文章とは何か

を学ぶ上で非常に良い勉強にもなり、言葉と

いうものは本当に難しいということを改めて実

感しました。論文は無事完成しました。片山

先生、片山ゼミのメンバー、また改善点につ

いてのコメントやデータ収集の参考プログラム

を頂戴した先生方には深くお礼を申し上げま

す。

 後輩の皆さんへのメッセージ

この 4年間私が学んできた統計学・計量経

済学は、一般的には数式ばかりで難しいとい

うイメージがあると思います。しかし執筆期

間で感じたことは、簡潔さという点で数式は

言葉より簡単なのではないかということでした

（難しい数学に本気で取り組まれている方に失

礼ですが）。そして一学生の私見ですが、社会

科学における実証分析の面白さは、複雑怪奇

な世の中のメカニズムを、（複雑な式を用いて

いる研究もありますが）たった数本の式に単純

化したうえでそれを推定し、説明しようとする

点にあるのでないかと思っています。また実

際に世の中が式どおりならば、それで真実に

迫ることができるというのも面白い点です。言

葉で説明することの難しさに直面している方、

言葉での説明に飽きた方は、統計学・計量経

済学（回帰分析）の門をぜひ叩いてみてくださ

い。

 執筆動機

横田ゼミでは、毎年 3年生がグループごとに

研究し懸賞論文に応募しているため、私たち

も挑戦することにしました。昨年は先輩方が

3チームとも受賞されていたため後に続きたい

と思い、最優秀論文賞を目指していました。

私たちは論文執筆にあたり、学問的にも社会

的にも意義のある研究がしたいと考え、「貧困

とFDI」をテーマに選びました。

 論文の内容

私たちは、ベトナムにおいて海外直接投資 

（FDI） が貧困にもたらす影響について、産業

構造を考慮して省別に研究しました。当初は

貧困と貿易について調べていましたが、様々

な論文を読む中で、貿易が貧困に与える影響

を産業別に研究した論文に出会いました。そ

こから産業構造を用いた研究という発想を得

て、上記のテーマに至りました。独創性のあ

る研究がしたかったため、前例のないFDIの

貧困削減効果について産業構造を考慮した研

究に挑戦しました。結論として、FDI の貧困へ

の効果は産業によって大きく異なり、製造加

工業への FDI は貧困を削減する効果、建設業

への FDI は貧困を増大させてしまう効果があ

ることを明らかにしました。

 執筆にあたってのエピソード

幕張の図書館に何度も足を運び、データを

収集したことは良い思い出です。私たちはベト

ナムの省別のデータを必要としていました。イ

ンターネット上で全てのデータを集めることは

難しく、紙媒体だと国内では幕張にあるジェト

ロ・アジア経済研究所図書館か、京都大学東

南アジア地域研究研究所図書室でしか入手す

ることができませんでした。研究対象をデー

タが入手しやすい他の地域に変えることも考

えましたが、希少性の高いデータを使った方

がオリジナリティのある論文にできるという結

論に至りました。そのため幕張の図書館に通

ったり、京都大学の図書館から統計年鑑を郵

送していただいたりしました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文を執筆する中で様々な困難に遭いまし

たが、その度にチームで話し合って乗り越えま

した。自分一人での勉強では得られない、ゼ

ミ活動ならではの貴重な経験ができました。

この経験が、今後の人生において大きな糧と

なると信じています。最後に、ゼミの活動時

間と大学生活の満足感は正の相関関係がある

ことが証明されました（池淵ら （2022））。

日本の地方議会における議員報酬と選挙・議会活動 －報酬額とその自主的な増額が与える影響－最 論優 文秀 賞

海外直接投資の流入がベトナムの貧困率に与える影響 －省レベルの産業構造を通じた実証分析－最 論優 文秀 賞

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

■横田 一彦ゼミ　グループ5名
池淵 望、大野 日菜子、呉 哲宇、
嶋倉 駿、頼 静

■
片
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東
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健
太
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 執筆動機

懸賞論文への応募は横田ゼミの伝統の1つであり、

毎年 3年生が挑戦しています。私たちの代も上位入

賞を目指し、夏前から研究を開始しました。テーマ

設定には紆余曲折したものの、最終的には弊ゼミの

得意領域である「貿易」と社会的意義のある要素の掛

け合わせを考え、「日本の生産性」に着目しました。

 論文の内容

私たちの論文ではタイトルの通り、日本の

製造業 24分類における18年間のパネルデータ

を用いて、「輸出先の多様性」と「生産性（TFP）」

の関係を重回帰分析しました。結果、上記 2

つの間には正の相関関係が有意に存在するこ

と、またその効果は相手国の所得レベルが高

いほど大きくなることなどが示されました。

この研究のポイントは主に3つあり、①独自

の経済モデルを作成し、理論的な背景を補強

したこと、②輸出相手国の所得レベルで分析

を分け、より有意義かつ斬新な考察を行った

こと、③膨大な数のローデータを収集し、複

雑かつ適切な処理を加えるなどして、敢えて

難しい領域に挑んだこと、などが挙げられる

と考えます。

 執筆にあたってのエピソード

私たちがこのテーマで研究を始めたのは、

昨年の10月でした。より良い成果物にするた

め、それまで注力してきた研究内容から大胆

に舵を切るという攻めの決断でした。しかし

他の班から大きく進捗が遅れることになり、

強い不安と焦りに駆られたことを鮮明に覚え

ています。班全員で協力しながら、仮説から

検証までのプロセスの循環を可能な限り正確

に、効率良く切り詰めることを意識しました。

それでも常に時間に追われ、夜飯抜きの極限

状態で遅くまで議論することもありました。

警備員の方に教室から追い出され、時短で営

業を終えた飲食店を横目に空腹のまま渋々帰

る、そんな日々が続いたことも、今となっては

いい思い出です。

満足する結果が出ない時期も「まだ間に合

う」「君たちなら大丈夫」と激励して下さった横

田先生を始め、偉大な先輩方や素晴らしい同

期、関わった全ての皆様の支えがあったから

こそ、最後には納得のいく論文に仕上がった

のだと思います。心より感謝申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

研究活動や論文の執筆は、決して簡単では

ありません。しかし必死になって取り組み、

仲間と困難を乗り越えたことで、ゼミ活動や

大学での学びが一回りも二回りも印象的なも

のになったと感じます。学生生活を彩る場面

の1つとして、懸賞論文は大変魅力的な機会だ

と思います。興味のある方は是非挑戦される

ことをお勧めします。

 執筆動機

広田ゼミでは、毎年 3年生がチームで論文

を執筆し、懸賞論文として応募しています。ま

た本年は 3年生の論文に加えて、卒業論文とし

て執筆していた私の論文を提出させていただ

きました。昨年、3年生時に論文を執筆した際、

完成した論文に改善の余地があると感じてい

ました。そうした点を踏まえ、今年はさらに

優れた論文を執筆したいという気持ちから、

本論文を執筆しました。

 論文の内容

近年、世界各国でコーポレートガバナンス

の重要性が高まっています。加えてコーポレー

トガバナンスの文脈の中で重要なのが、経営

陣から独立した立場で企業経営に関与する独

立社外取締役の存在です。こうした独立社外

取締役は、経営陣の意思決定に影響を与え、

企業の設備投資額や研究開発費を増減させる

と考えられます。本研究ではこの点に着目し、

独立社外取締役が企業の投資行動に与える影

響について分析しました。その結果、独立社

外取締役は、国民のリスク選好が低い国にお

いて企業の投資を増加させる効果を、国民の

リスク選好が高い国において企業の投資を減

少させる効果を持つことが示されました。こ

れは、独立社外取締役が経営の規律付け効果

を持つことを示唆します。

 執筆にあたってのエピソード

本論文の完成までには、先行研究のレビュ

ーや仮説の構築、データ収集、分析方法、

アカデミックライティングなど様々な段階があ

り、その全てで広田先生をはじめ、広田ゼミ

に所属する大学院生・同期・後輩など多くの

方から、多岐にわたる助言を頂きました。執

筆中には多くの困難がありましたが、そうした

助言を論文に反映したことにより、素晴らしい

賞を頂くことができたと考えております。本当

にありがとうございました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文執筆はアカデミックの要素が多分に含

まれる行為ですが、その過程で身につくスキ

ルはアカデミックの世界に留まらず、多種多様

な分野で活かすことのできるものだと思いま

す。例えば、論文のテーマを決める際には様々

な論点にアンテナを張り巡らせておくことが

必要とされますし、先行研究のレビューの際

にはリサーチ力、仮説構築・分析では論理的

思考力が求められます。執筆には多くの努力

や苦労が伴いますが、それを乗り越えること

によって、上述したような多くの成果が自身に

もたらされると思います。皆さんも論文執筆

に是非挑戦し、実りの多い学生生活を送って

ください。

輸出先の多様化と産業の生産性 －日本の製造業における実証分析－最 論優 文秀 賞

独立社外取締役が企業の投資行動に与える影響 －各国の文化による国際比較－論優 文秀 賞

■横田  一彦ゼミ　グループ4名
渡邊 将真、林 涼香、山本 美波、
楊 姝
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■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

 執筆動機

執筆テーマを考える中で、貿易が格差の是

正に繋がるのかという疑問から私達は研究を

進めました。国際貿易学には各国が比較優位

を持つ財に基づき貿易が行われる比較優位仮

説がありますが、実際は理論通りに行われな

い事が今日に至るまで主張されています。そこ

で私達もこの問いに挑戦し国際貿易学に貢献

したいと考えました。様々な文献を調べる内、

これからは石油危機ならぬ水危機になるとい

う希少性が提唱されている事に気づき、食糧

生産の輸出入は間接的に大量に水を輸出入し

ているとみなす「仮想水貿易」という概念を学

びました。最終的には、農作物と畜産製品の

仮想水と各国の水の賦存量を算出し、水を生

産要素とみなしたとき、仮想水貿易が比較優

位仮説で説明できるかを検証するため、執筆

を本格化させました。

 論文の内容

私達は先述の通り、仮想水貿易で比較優位

仮説は成り立つのか？という仮説のもと実証

研究を行いました。そして、具体的には各国の

「農業技術力の違い」を考慮した場合に比較優

位仮説を支持するという結果が得られました。

これにより、これまで明確な結論が得られな

かった比較優位仮説の妥当性を仮想水貿易で

証明し、比較優位の要因は相対的な技術の違

いと要素賦存の組み合わせである可能性を示

す事ができました。詳細は入賞論文集掲載の

論文を、ぜひお読みください。

 執筆にあたってのエピソード

当初はインドのトイレについての研究を始め

ていましたが、データが集まらず挫折してしま

いました。しかしより広義な「水」に焦点を当

てた頃、ゼミの先輩の卒業論文を横田先生に

紹介して頂き、そこで初めて「仮想水貿易」に

出会いました。何も知識のない状態から研究

を進めることに苦労はしましたが、次々に新し

い知識を得られることに喜びも感じていまし

た。またトイレの論文に出会っていなければ

水の研究に行きつくこともなかったため、全

ては無駄ではなく、自分たちの結果に繋がっ

ていたと確信しています。研究が思い通りにい

かない苦しい時期を乗り越え、納得のいく結

果が得られた時や論文を執筆し終えた時の感

動は忘れられません。

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文執筆は私たちにとって初めてで、分か

らないことばかりでした。右も左も分からない

手探りの状態で数えきれない苦労を経験しま

した。しかし学生のうちに仲間と学問に対して

ここまで真摯に向き合い、語り合う機会はな

いと思います。論文執筆中は辛いことも多いで

すが、仲間とともに辛さを乗り越え、楽しんで

論文執筆していただければと思います。

 執筆動機

広田ゼミでは毎年 3年生が懸賞論文での入

賞を目指して、チームで論文を作成しています。

これまで広田ゼミでは数多くの論文を執筆し

ており、又その中には多くの受賞作品がありま

す。そのような素晴らしい論文を執筆された

先輩方に強い憧れを抱き、また私たちも社会

に新しい発見をもたらすことを目標にして、論

文執筆に着手しました。

 論文の内容

近年、企業の社会的責任（以下、CSR）が強

く求められています。また買収と合併（以下、

M&A）も重要な経営戦略の一つとして、年々そ

の件数が増加しています。しかしながら両者の

関係性に関する先行研究には限りがあり、M&A

がCSRに与える影響は明らかではありませんで

した。そこで我々は、M&Aを通じ買収・被買収

企業のCSRがどう変化するか、日本企業を対象

に実証分析を行いました。その結果、条件は異

なるものの、M&Aを通じて買収・被買収企業は

CSRを向上させることが示されました。この結果

はCSRの向上というM&Aの新しい効果を示し、

企業によるM&A判断や投資家によるM&A評価

に影響を与え得る、重要な発見となりました。

 執筆にあたってのエピソード

大枠のテーマはスムーズに決定し、出だし

は好調でした。しかし分析方法や仮説の論理

の部分は中々上手くいかず、提出の直前まで

試行錯誤を続けました。膨大な量のエクセル

処理や関連論文の読み漁り、年末年始を返上

しての話し合いなど、ツラいエピソードは数ヶ

月経った今でも数えきれないほど出てきます。

しかしメンバーの誕生日サプライズや何気ない

雑談など、楽しい思い出もたくさんあり、メリ

ハリをつけて活動ができたと思います。そして

広田先生や片山先生、先輩方、同期の皆さん

からアドバイスをたくさんいただいたことで、

無事この論文を形にすることができました。こ

の場をお借りして感謝申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

研究を通し「正解がない問題に対してとこと

ん考え抜き、自分たちなりの答えを出すこと」

が、どれだけ大変であるかを痛感しました。ま

た論文執筆中の約半年間、仲間と共に辛いこ

とを乗り越え、日々の些細な楽しいことを分か

ち合ってきたことは、人生においてかけがえの

ない大切な思い出です。大学生活で何かを成

し遂げたいと考えているみなさんは、懸賞論文

執筆にぜひ取り組んでみてください。

仮想水貿易と比較優位 －ヘクシャー = オリーン = ヴァネック・ モデルを用いた実証分析－論優 文秀 賞

日本企業における M&A が CSR に与える効果論優 文秀 賞

■広田 真一ゼミ　グループ4名
荒木 陸、池ノ谷 南、田巻 真衣、
山川 尋子

■横田 一彦ゼミ　グループ4名
殿垣 圭史、赤嶺 凛、蜷木 百花、
米田 圭
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社外取締役が企業の環境・社会パフォーマンス及び財務パフォーマンスに与える影響 －サステナビリティ経営を求める声が高まる前後での比較－佳 作

 執筆動機

広田ゼミでは、毎年 3年生がチームに分か

れて論文を執筆し、懸賞論文に応募させてい

ただいています。これまでに素晴らしい論文

を作り上げてきた先輩方に強い憧れと尊敬の

念を抱き、私たちも社会的意義のある論文執

筆を目指しました。ゼミの伝統を引き継ぐと

共に、これまでの学習成果を形として残すべ

く、チーム全員で強い想いを持って取り組み

ました。

 論文の内容

近年コーポレートガバナンスの重要性が認

知され、社外取締役の役割に注目が集まって

います。一般に社外取締役は、株主利益の向

上に繋がる企業行動を促進する存在であると

考えられています。そして従来の研究では、

社外取締役は環境・社会に資する投資は株主

利益に繋がらないと判断して抑制する傾向に

あることが指摘されていました。しかし昨今

はESG投資が普及するなど、持続可能な企業

行動の重要性が認知されるとともに、それが

長期的には株主利益に繋がるという見方が広

がりつつあります。そうした背景から、昨今

の社外取締役は環境・社会に配慮した企業行

動を促進するように変化しているのではない

かという仮説が浮かび上がりました。この点に

ついて統計的な手法を用いた検証を行うと仮

説と整合的な結果が得られ、近年は社外取締

役が持続可能な企業行動を促進させる効果を

有するようになっており、それに伴って企業の

長期的な財務パフォーマンスもより大きく向上

させるようになっていることが明らかになりま

した。

 執筆にあたってのエピソード

私たちの班は行き詰まる度にコロコロとテ

ーマを変え、まるで砂漠を漂う旅人のようでし

た。テーマが変わる度に商学研究図書室のデ

ータベースにお世話になり、閉館時間までパ

ソコンにしがみついていた日々は記憶に新しい

です。そんな中でもテーマを定めて書き上げる

ことができたのは、知恵を絞って辿り着いた

仮説が正しいと班の全員が強く信じた結果に

違いないと考えています。そして何より広田先

生や片山先生、海外大学の教授と学生、ゼミ

の先輩と同期のアドバイスがあったからこそ、

ここまで論文を研鑽できました。心より感謝

申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

何事も効率・スピードが求められていく現代

社会において、物事を深く考察し、困難に向

き合う経験は論文執筆でしかできないのでは

ないでしょうか。学生生活の最後の取り組み

として、論文を皆で作り上げることはかけがえ

のない宝物になるはずです。最後の2年間を

是非広田ゼミで過ごし、学生生活をより良い

ものにしてみませんか。

■広田 真一ゼミ　グループ5名
相川 大祐、伊澤 大輝、
オム ソヒョン、勝俣 龍太郎、
丹波 百音
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■ ■ ■ ■ ■ 学 術 情 報 検 索

卒業論文やレポートを執筆する際には、

先行研究や、企業のデータなど幅広い情

報を収集しなければなりません。早稲田

大学では、たくさんの有益なデータベー

スが利用できることをご存知でしょうか。

大学ホームページの「データ集」から「学術

情報検索」（https://waseda-jp.libguides.

com/imas）を クリックしてくだ さ い。

「WINE」では、早稲田大学図書館の所蔵

資料や電子資料を検索できます。「データ

ベースリスト」では、大学が契約している

データベースやツールを探すことができま

す。まずは、「おすすめのデータベース」か

ら選択して、使ってみましょう。以下に、

よく使われるデータベースを表にまとめて、

ご紹介します。

データベースはルールを守ってご利用く

ださい。学術情報検索＞ヘルプ＞「電子

資料の利用上の注意」をお読みください。

情報の種類 データベース

所蔵資料・
電子資料

日本語／
外国語 WINE

早稲田大学図書館の所蔵資料や電子資料に加え、「論文・記事」の検索もできます。検索
結果から大学契約データベースのコンテンツにアクセスできる場合もあります。

論文 日本語
CiNii Research

国内の雑誌・研究紀要の論文をはじめ、外部連携機関、機関リポジトリ等の研究データ、
KAKEN の研究プロジェクト情報などを検索できます。先行研究調査の重要な情報源です。

早稲田大学リポジトリ
本学の研究者等が作成した学術論文、学位論文、紀要論文、ワーキングペーパー、会議
録等の学術情報を保存・公開しています。

雑誌・
新聞記事

日本語

日経テレコン 21 日本経済新聞社が提供する記事、企業、人事情報の検索と閲覧ができます。

経葉デジタルライブラリ
「週刊ダイヤモンド」（1913 〜 2018）、「DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー」（1976

〜 2016）、「エコノミスト」（1960s 〜 1970s）の全文記事を横断検索できます。

日経 BP 記事検索サービス
日経 BP 社が発行する約 40 誌の雑誌のバックナンバー記事を閲覧できます。
※短時間に大量に閲覧しないでください。

東洋経済デジタルコンテンツ・
ライブラリー

「週刊東洋経済」、「会社四季報」など東洋経済新報社刊行の雑誌・企業情報誌の記事を閲
覧できます。

ジャパンナレッジ Lib
事典や辞書を中心とした総合データベース。「情報・知識 imidas」、「現代用語の基礎知識」
ほか、多数のコンテンツを提供しています。

外国語
EBSCO Business Source 
Premier

経済・経営・ビジネス関連の書誌データと全文データが含まれています。

ABI/INFORM Complete ビジネス・経営・財務・貿易等の関連分野をカバーする全文雑誌・新聞データベースです。

企業情報

日本語

日経バリューサーチ 国内上場全社および非上場企業の情報を含む、企業・業界分析ツールです。

日経 NEEDS-FinancialQUEST
企業財務、株式・債券、マクロ経済、産業統計などの経済データを検索、ダウンロード
可能です。

eol 日本企業の有価証券報告書の原文データおよび財務諸表などの数値データを含みます。

外国語
OSIRIS 全世界の上場会社の財務情報を提供する包括的なデータベースです。

ProQuest Historical Annual Reports 800社以上の北米主要企業の年次報告書（1844 〜 2008） 。

幅広い情報を活用するために
データベースの検索の仕方

すでに出版されている書籍、論文、雑誌

などから理論や統計資料などを引用する場

合、ルールに則らないと、著作権上の問題

が発生する可能性があります。

文化庁のHPによると、引用として認めら

れるためには、（1）他人の著作物を引用する

必然性があること、（2）かぎ括弧をつけるな

ど、自分の著作物と引用部分とが区別され

ていること、（3）自分の著作物と引用する著

作物との主従関係が明確であること（自分

の著作物が主体）、（4）出所の明示がなされ

ていること、に注意しなくてはなりません。

本学では、レポート等での不正行為をし

た場合、委員会にて審議の上、退学または

当該科目を含む履修中の全科目の単位を不

可（F）とし、無期停学に付されます。また、

2012年度より教員向けに「レポート類似度

判定機能」が導入され、不正なコピー＆ペー

ストがされていないかどうかチェックが可能

になりました。レポートの執筆には常に厳

粛な態度で臨み、慎重に取り組みましょう。
●参考HP

文化庁ホームページ

（https://www.bunka.go.jp/index.html）

剽 窃 に 関 す る 注 意
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寄附講座・提携講座等とは
　民間企業など大学外部の組織から、寄附された資金や人材をもとに実施される授業です。商学部では日本を代表する
企業や、各業界でトップとして活躍している方々による「ビジネス界の今」を伝える講座を開講しています。

■ ■ ■ ■ ■ 2 0 2 2 年 度 秋 学 期 寄 附 講 座 ・ 提 携 講 座 等

本 講座はオムニバス形式の企業人派遣講座であり、今年

度も「変化に対応する日本企業」という科目名で開催され

る。日本企業をとりまく環境は、少子高齢化、グローバリゼーシ

ョンの進展、ICT技術の急速な発展、政府の財政状況の悪化、

中東・欧州・東アジア等における経済状況の急変などにより大き

く変化し、旧来のビジネスモデルは修正を余儀なくされている。

この講義では、経済の最前線で活躍されている方々をお招きして、

日本企業がこれらの環境変化に対し、どのように対処しているか

を直接お話しいただく。真摯かつ熱心な聴講を期待する。

専門教育科目2単位　木曜日・3時限目
コーディネータ：久保 克行（商学学術院 教授）

変化に対応する日本企業 
一般財団法人経済広報センター提携講座

早 稲田大学校友等起業家有志の協力により実施する起業

家志望の学生を対象とした講座で起業家養成講座Ⅰの応

用講座である。講義を通じて、事業立案、資金調達、マーケテ

ィング、事業運営、IT戦略　等、起業に必要な知識の基礎を学

ぶことを目的とする。

　具体的には、本学ＯＢの起業家・経営者をゲストスピーカーと

して招いた講演によるケース提示とする。例年大教室で開催され

ている。発言の機会を設けインタラクションできるような講座と

する。

専門教育科目2単位　火曜日・5時限目
コーディネータ： 井上 達彦（商学学術院 教授） 

村元 康（商学学術院客員教授） 
工藤 元（商学学術院客員准教授）

起業家養成講座Ⅱ
早稲田大学校友等起業家有志提携講座

こ の講義は、三菱商事株式会社の全面的なご協力を得て

設置する講座であり、同社の事業展開・戦略をケースス

タディとしつつ、総合商社の事業戦略と今後の展望を概観するも

のである。

　グローバル経済社会でさまざまなリスクにさらされながらも未

来を見据えて商社ビジネスに携わっておられる役職員の方々が講

義をされるだけに、受講生諸君にとっては、ビジネスの現場での

厳しさとともに総合商社ビジネスの醍醐味・ダイナミックさを知

ることができ、極めて示唆に富む講義となるであろう。

　また、将来の進路として総合商社をはじめグローバル企業へ

の就職を考えている人にとっては、本講座が、今後の学生生活

で何を学ぶべきかを探る良い機会になると確信する。

専門教育科目2単位　木曜日・2時限目
コーディネータ： 和田 宗久（商学学術院 教授） 

新井 剛（商学学術院 教授）

総合商社ビジネス論
三菱商事株式会社連携講座

ビ ジネスの様々な分野で、「価値」をいかにして生み出したら

よいのかという課題が取り上げられるようになっている。

製造業者であれば生産活動を通じて価値を生み出すことができ

るし、流通業者であれば適切な商品を仕入れ、適切な陳列を行

うことで価値は生み出せる。しかし近年、そうした製造業者と流

通業者という単純な構図では説明しきれない状況が生じている。

流通業者が生産活動に足を踏み入れたり、製造業者が流通活動

に乗り出したり、さらに製造業者と流通業者が協力し合い、新し

いタイプのビジネス活動で「価値」の共創を試みている。ユーザ

ーを巻き込んだ価値創造も試みられている。

　本講座では、流通大手である株式会社カインズの協力のもと、

「価値創造のマーケティング」という点で先進的な取り組みをして

いる企業の経営幹部をお呼びして、マーケティング戦略の視点で

講義していただく。マーケティング論や経営学について学んでき

た学生諸君は、理論や枠組みが実務においてどのように生かされ

ているのかが理解できる。

専門教育科目2単位　水曜日・2時限目
コーディネータ：恩藏 直人（商学学術院 教授）

価値創造のマーケティングⅡ
株式会社カインズ寄附講座
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■ ■ ■ ■ ■ 海 外 留 学

Q. 留学しても 4年間で卒業できますか？

Ａ.  留学先で履修した科目を単位認定し、留学期間を在学期

間に算入することで4年間での卒業が可能です。留学プ

ログラムや留学先によって、留学期間中の学籍状態や取得可能単

位数が異なります。事前に十分調べた上で留学をご検討ください。

Q. 単位認定はどのように行われますか？

Ａ.  帰国後に各科目のシラバス、成績証明書、アカデミック

カレンダー、時間割、単位認定届を提出し、申請しても

らいます。各科目の授業内容および授業時間によって科目区分と

単位数が決定されます。認定上限単位数は1年間 40単位（半期 20

単位）です※。認定単位数は、次のうち最も適切な方法で認定し

ます。①1.67ECTS=早稲田１単位　②授業時間 585分（語学の場

合は1,170分）=早稲田１単位　③学修時間（授業＋求められる自習

時間）45時間=1単位。

※ 複数の期間で修得した単位を認定した場合、卒業必要単位として算
入できる認定単位数の上限を 60単位と定めています。そのため、既
に単位認定を受けた方については、留学中に修得した単位の認定単
位数の上限が異なります。詳細は商学部の手引きを確認してください。

Q. 留学してもゼミは履修できますか？

Ａ. 2年生の秋学期から留学する場合、書類提出日および選

考日に日本にいない可能性が高いです。その場合でもゼ

ミに応募する事は可能ですが、出発前に必ず希望ゼミ教員に選

考についてご相談ください。二次・三次選考の応募に関する詳

細は事務所にお問い合わせください。また、3年生以降の留学で

所属ゼミに出席できない場合も事前

に担当教員にご相談ください。

提供元 プログラム名 内容
出願時期※

春 秋

留学
センター

交換留学プログラム（大学間） 派遣先大学の通常カリキュラムを履修するプログラムです。現地の学生
とともに授業を受けるため、比較的高い語学力が求められます。

5月 10月

ダブルディグリープログラム
海 外 の 名門 校 に留学し、 所 定の 要 件 を満たせば、 本 学 を卒 業 す
る際 に 本 学 の 学 位と派 遣 先 大 学 の 学 位を両 方 取 得することが出
来るプログラムです。高度な語学力が求められます。

5月 10月

CSプログラム

早稲田大学の学生のために開発されたプログラムです。
CS-LプログラムとCS-Rプログラムに分かれており、前者は語学力向上の
サポートが数多くあるプログラム、後者は留学先大学においてある程度
自由に科目を履修できるプログラムになっています。

5月 10月

短期プログラム 夏季・春季の休暇を利用して留学するプログラムです。長期留学へ向け
ての力試しとしても利用できます。

5月
（夏季）

11月
（春季）

商学部 交換留学プログラム（箇所間）
商学部生のみが応募できる交換留学プログラムです。派遣先はビジネス
分野で世界トップクラスの大学となっており、派遣先大学の学生と一緒
に現地のビジネスについて学ぶことができます。

8月 2月

− 私費留学 早稲田大学の提供するプログラムに希望の留学先がない場合、自分で
留学先を探して留学することになります。

大学・プログラムに
より異なる

留学プログラムのご案内
留学プログラムには、大きく分けて全早大生が応募できる大学間協定プログラムと、商学部

生のみ応募できる箇所間協定プログラムがあります。ここでは、プログラム等の説明の他に、
商学部生による留学体験談をご紹介します。準備段階から現地での生活、授業、仲間・友人
作りなどの体験談は、これから留学を考えている皆さんにとって、きっと参考になることでしょう。

※日程の詳細については、留学センター HPまたは商学部HPをご確認ください。また、今後の状況によって、出願時期が変更となる可能性があります。

早稲田大学の派遣留学プログラム

「留学」に関するＱ＆Ａ ”よくある質問”
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　私は商学部の箇所間留学プログラムにて、

2022年 2月より1セメスターの間ドイツのマンハ

イム大学へ留学しました。留学した動機は、『海

外に出てグローバルな視点を身につけることで、

今後の世界の流れを考え、その中で自分はどの

ように身を立ち振る舞うべきかを見極める』とい

うものです。

　いい感じにそれっぽい動機を書きましたが、

要するに『将来何したらいいか分からんし、と

りあえず海外行ってみるか!!』という程度のもの

でした。私は東海地方の田舎で育ち、大学進

学を機に上京したのですが、田舎と東京という

狭い日本国内の環境にしか身を置いたことが無

く、東京に出てお会いした実際に世界で活躍す

る方々に比べると非常に視野が狭いのではない

かということに気づきました。これはすなわち、

今後自分がどのような人生設計・キャリア選択

をすべきかということを考えるための材料が少な

いということであり、なるべく早いうちに経験し

ておくべきだと考え、そのための一歩として本留

学プログラムに申し込んだのです。

　この留学で私は、英語を通してビジネスについ

て学ぶだけではなく、他学部で歴史やコンピュー

タサイエンス、エンジニアリングを学んでいる多

様な学生と仲良くなって旅行をしたり、大学での

講演会やキャリアイベントに参加するなど、さま

ざま経験ができました。グループワークでやたら

発言をするメンバーや訛りの強い英語に苦労した

り、ドイツ語で会話できないことによるコミュニ

ケーションの非効率さなども感じましたが、自分

自身を見つめ直し将来に関して考えるきっかけに

もなったと思います。

　実際留学したことは、非常に良い経験となり

ました。理由として、『自分の能力はまだ足りない、

加速度的に早く成長する世界の中でもっと努力

しなければならない』という実感と危機感を得る

ことができたことがあります。現地の学生や志

を持ってドイツに来ている留学生は大学の勉強

を頑張っているのはもちろんのこと、それぞれ

が実現したいことや世界の理想像に向けて努力

していました。加えて、今後さらに国家間などの

垣根がなくなっていく中で、『世界のどこに行って

も戦える』という人物になることは将来のリスク

を減らすという観点からも重要だと感じました。

なぜかというと現地の学生と関わる中で、彼ら

は英語を使えるのはもちろんのこと、幅広い知

見と論理的な思考力、集団の中で発言する力を

持ち合わせていることを感じ、将来彼らと同じ

土俵でビジネスを行う難易度を痛感したためです。

　正直なところまだ将来の目標やロードマップ

等は定まっておらずこれからも考え続ける必要

がありますが、この留学を通して視野や精神力

など、いわば『無理やり押し広げることができた』

ように感じています。これはネガティブな意味で

はなく、否応なく適応せざるを得ない状況に身

を置いたことが要因です。留学は自分自身を見

つめ直す機会であると同時に『世界はどのように

なっているか』を少し広い視点から見つめられる

ことで今後の人生設計・戦略を考えるための有

用な機会ともなり得ます。人それぞれ目的は自

由ですが、何かしらの形で成長や新たな視点、

仲間などを得られる機会だと思いますので、是

非挑戦してみてください。

■ 商学部 3年

前田 向貴
自分の世界を『押し広げる』ための留学

留学先大学名 ドイツ・マンハイム大学（箇所間留学プログラム）

香港科技大学への留学は、コロナ禍の2022

年1月に始まりました。主に 2つの動機から同大

学への留学を志望しました。1つ目は、世界トッ

プクラスのビジネススクールを有する同大学故

に、様々な領域の第一線で活躍されている実務

家の方々からお話を聞く機会が豊富にあると知

り、この点に魅力を感じました。2つ目は、世界

中から集う優秀な学生と共に学び生活すること

で、自身の当たり前をアップデートしたいと考え

たからです。

無事留学が決まってからは、コロナ禍で常に

変化する状況に逐一対応する毎日でした。入境

後の隔離期間が延長された際には、常に満室状

態であった隔離専用ホテルを予約し直す必要性

が生じ、2週間ほど各ホテルに電話を掛け続け、

何とか渡航までこぎつけました。その他数々の

困難に直面しましたが、留学準備の過程で自ら

情報を得て行動する、という主体性を大いに育

むことができました。

爆発的な感染状況により、授業形態もオンラ

インとなってしまいましたが、他の留学生や同じ

授業を履修していた学生の大学メールリストが

配付されていたため、主体性を意識して様々な

学生にコンタクトを取ったことで、多くの仲間と

出会えました。履修した授業では毎週のように

グループワークがあり、周りの学生のレベルの高

さに圧倒されながらも必死についていき、刺激

的な日々を過ごしました。また当初の希望通り、

様々なビジネス領域の第一線で活躍されている

方々による特別講義にも数多く参加し、自身の

進路について深く考える契機を得ました。

留学中はメリハリのある生活を心掛け、平日は

膨大な量の予習や次々とやってくる課題に対応す

るため、深夜まで図書館で勉強漬けの一方、週

末は他の留学生と共にハイキングに出かけたり観

光地を巡ったり、現地学生の友人にローカルレス

トラン・カフェを案内してもらうなど、香港の食

や文化を堪能しました。コロナ情勢が落ち着いて

きた4月からは、夜間の店内飲食なども可能とな

り、多くの留学生や現地学生と盃を交わしながら

それぞれの進路や将来の展望について語り合い

ました。北米・欧州・アジアと様々な国籍の学生

と交流をしましたが、彼ら彼女らの多くが希望す

る職を手にするために、1・2年次から長期インタ

ーンシップに参加し、高いGPAを維持し続け、修

士課程への進学も当たり前と口にしており、身の

引き締まる大変貴重な学びとなりました。

これら留学を通じて得た経験・学びは、私の人

生をより良くしてくれる宝物であると確信していま

す。振り返るとコロナ禍で様々な制約があったも

のの、主体性を大切にしたことで、非常に充実し

た留学生活であったと感じています。後輩の皆様

にもぜひ留学という選択肢を検討してみて欲しい

と思っています。コロナ禍の留学であっても、そ

うでなくても、主体性を持って様々な機会に飛び

込んでみてください。それはきっと何にも代えが

たい一生の財産となるはずです！

■  商学部 4年

原 優宇
「主体性」を意識したコロナ禍での留学

留学先大学名 香港・香港科技大学（箇所間協定プログラム）

REPORT  1

REPORT  2
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■ ■ ■ ■ ■ 学 生 生 活 ・ 進 路

  就職活動を振り返って

私は 2020年卒の社会人 3年目で、外資系IT

企業で営業として働いています。ここでは私の

就活がどんなものだったかの簡単な紹介とそ

の経験を通して学んだことを共有できればと

思います。まず、私の就職活動の流れを3段

階に分けて紹介します。

①情報収集・準備期間（8-10月）：私が就活

を始めたのは 3年生の夏です。予備知識は何

もありませんでしたがインターンに複数応募し

て、まず自分を就活という特殊な環境に慣れ

させようと考えました。ノープランでしたがあ

くまで色々な業界に触れて視野を広げる機会

として位置付けていました。

②トレーニング期間（11-1月）：この期間は自

分が何をしたいのかどの業界に興味があるの

か改めて自己分析し企業や業界を絞る段階と

していました。結果的にメーカーのマーケ職

と外資ITの営業職を志望先として選定し、イ

ンターンの応募やOB/OG訪問など本選考に向

けた準備を進めていたのもこの時期です。

③本選考期間（2-4月）：2月ごろから本選考が

始まり就活が本格化しました。結果的に 30社

ほど応募をしましたが、第一志望の企業から4

月末に内定をいただくことができ、私の就活は

幕を閉じました。今振り返ると、思いのほかス

ムーズかつ思い通りに進んだかもしれません。

  就活≒パートナー探し？

就活はパートナー探しに似ていて押さえて

おくべきことはシンプルだと思います。大切な

ことは①自分を理解する②相手を理解する③

自分を無理に変えようとしない　この3つです。

①自分を理解する：自己分析をして正しい軸

を設定することができればあとはそれに合う

企業を探すのみです。自分が数十年後どうあ

りたいのかという状態をまずイメージし、その

状態になるには何が必要なのか（収入や勤務

地など）深堀をしていくとより納得のいく軸が

定められると思います。

②相手を理解する：自分を理解できたら次の

ステップは自分に合う企業を探すことです。

調べ方は色々とありますが、それぞれの企業

がどのような人材を求めているのかをホームペ

ージやOB/OG訪問で確認するということが始

めの一歩だと思います。

③自分を無理に変えようとしない：就活でよく

ある失敗は自分をより優秀に見せようと無理

をすることです。仮にそれで入社ができても

辛い思いをするだけなので自分らしくいる方が

良いと個人的には思います。また面接官目線

でも「この人はこういう人だからこう扱えばい

いんだな」というイメージが湧きやすい人の方

が、安心して採用することができます。変に

繕わずにいた方が皆さんにとっても企業にとっ

てもWin-Winということですね。

最後に簡単なメッセージですが、就活は通

過地点でしかありません。うまくいかないとこ

の世の終わりと感じてしまうこともあるかもし

れませんが、キャリアを変えようと思えば機

会は今後も巡ってきます。自分と向き合い、様々

な企業や人に触れ合える良い機会になると捉

え、そこまで肩肘張らずにいる方が実力を発

揮できると思いますので頑張ってください！

   コロナ禍における就職活動を振り返って

新型コロナウイルスは、就職活動を巡る環

境にも様々な変化をもたらしました。その中

でも、「就活開始時期の早期化」が最大の変化

だったと私は思っています。私が就職活動を

スタートさせたのは、大学 3年の 5月です。所

属していたサークルでは、サマーインターンに

注力していた先輩方が少なかったため、就職

活動を始めるにはまだ早いだろうと考えていま

した。しかし、ゼミの友人達がこぞってインタ

ーンを受け始めていることに焦りを感じて、急

いでスタートさせたのを覚えています。授業は

オンラインで、部活もサークル活動も自粛。

そのような状況下で、時間があるからという

理由で始めた人が多かったのかもしれません。

しかし、早くから就活を始めた人の方がより

満足のいく結果を出しているように思います

し、この「就活開始時期早期化」の風潮はまだ

まだ続くのではないかとも思っています。

就職活動を早く開始するメリットは 2つあり

ます。1つ目は、自己分析や企業研究に割ける

時間が増えること。2つ目は、面接を受ける機

会も増えるため、失敗経験を積めることです。

就活には、ぜひとも余裕を持って取り組んで

ください。

  後輩へのメッセージ

私は食品メーカーに絞って就活をしており、

幸いにも現在食品メーカーで働くことができ

ています。しかし、第1志望だった会社とはご

縁が無く、振り返ってみても順風満帆とは全く

言えない就活でした。この反省を踏まえて、2

点アドバイスさせていただきます。1つ目は、

自己分析の重要性です。「自分がどういう人間

なのか」を企業に伝えるためにも、また自分が

満足できるキャリアを築くためにも、自己分

析は欠かせません。私自身、就活を終えてか

らも自らの強みや性格について、新たな発見

をすることがありました。後輩の皆さんには、

ぜひ時間をかけて「自分はどんな人間なのか」

「自分がどんなキャリアを歩みたいのか」を考

えていただきたいと思います。2つ目は、業界

を広く見ることです。私は早くから食品メーカ

ーに絞っていたため、インターンでも他の業

界をあまり受けていませんでした。しかし、

食品メーカーの倍率が高いこともあり、面接

の経験を十分に積めないまま本選考の時期に

なってしまいました。他の業界のインターンを

受けていたら、面接の機会を十分に得ること

ができたり、別の業界に魅力を感じて視野が

広がったりしたかもしれません。特に夏は、

様々な業界を見ることを心からお薦めします。

最後になりますが、皆さんが納得して就活

を終えられることを祈っています。困った時は

先輩や友達に相談して、上手に人を頼りなが

ら、頑張ってほしいと思います。

就職活動 体 験 記

■ 商学部卒

駒 紗綾

■ 商学部卒

大硲 聖将
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2021年度の進路状況について

早稲田大学学部全体の進路報

告者 8,633人の進路は、就職 6,047

人（70.0%）、進学1,841人（21.3%）、

資格試験受験 209人（2.4%）、その

他 536人（6.2%）でした。

商学部の進路報告者 894人の進

路 は、 就 職 786人（87.9%）、 進 学

34人（3.8%）、資格試験受験人 31人

（3.5%）、その他 43人（4.8%）となっ

ています。

就職先の企業・団体は476件と

なり、業種別では金融が最も多く

23.2%、以下、情報通信 20.5%、

専 門 サ ービ ス16.2%、 メーカ ー

13.3%、商業 7.5%の順となってい

ます。

主な就職先は★表 2に示したと

おりです。

キャリアセンターについて

キャリアセンターでは就職支援を

はじめ、全学年の学生を対象とした

「みらい設計」支援を行っています。

大学での過ごし方や将来の進路を

考えるイベントやセミナーも開催し

ています。詳細はキャリアセンター

ホームページをご覧ください。

https://www.waseda.jp/inst/career/

2021年度進路状況　〜キャリアセンターより〜
商学部の卒業生は476企業・団体で活躍！

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

㈱三井住友銀行 13 8 5
㈱ベイカレント・
コンサルティング 13 13 0

りそなグループ 10 7 3

ＥＹ新日本有限責任監査法人 10 10 0

有限責任監査法人トーマツ 10 7 3

日本生命保険（相） 9 2 7
㈱エヌ・ティ・ティ・データ

（NTTデータ） 9 7 2

日本電気（NEC）㈱ 8 5 3

東京海上日動火災保険㈱ 8 2 6

有限責任あずさ（監） 8 6 2

㈱千葉銀行 7 6 1

大和証券㈱ 7 3 4

㈱NTTドコモ 7 2 5

アクセンチュア㈱ 7 1 6

三菱商事㈱ 6 6 0

㈱ジェーシービー（JCB） 6 4 2

SMBC日興証券㈱ 6 4 2

損害保険ジャパン㈱ 6 6 0

KDDI㈱ 6 6 0

㈱オービック 6 6 0

野村證券㈱ 5 4 1

ソフトバンク㈱ 5 4 1

楽天グループ㈱ 5 2 3

PwCコンサルティング（同） 5 4 1

特別区（東京 23区）職員 5 4 1

㈱日立製作所 4 3 1

富士通㈱ 4 3 1

㈱三菱ＵＦＪ銀行 4 3 1

三井住友信託銀行㈱ 4 3 1

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

明治安田生命保険（相） 4 1 3

三井住友海上火災保険㈱ 4 1 3
みずほリサーチ＆
テクノロジーズ㈱ 4 4 0

㈱サイバーエージェント 4 1 3

アビームコンサルティング㈱ 4 3 1

㈱キーエンス 3 2 1

三菱電機㈱ 3 1 2

阪和興業㈱ 3 2 1

㈱日本政策金融公庫 3 3 0

㈱福岡銀行 3 2 1

㈱静岡銀行 3 1 2

三井住友カード㈱ 3 0 3

みずほ証券㈱ 3 1 2
あいおいニッセイ
同和損害保険㈱ 3 1 2

東京瓦斯（東京ガス）㈱ 3 1 2

日本放送協会（NHK） 3 2 1

㈱日立システムズ 3 3 0
エヌ・ティ・ティ・コムウェア

（NTTコムウェア）㈱ 3 1 2

レバレジーズ㈱ 3 1 2

TIS㈱ 3 0 3

㈱野村総合研究所 3 3 0
EYストラテジー・アンド・
コンサルティング㈱ 3 3 0

デロイトトーマツファイナ
ンシャルアドバイザリー（同） 3 2 1

（独）国際協力機構（JICA） 3 3 0

★図1　2021年度　商学部就職先業種別割合

★表2　2021年度　商学部就職先（3人以上）

★表1　2021年度商学部卒業生の進路状況

金融 23%

専門サービス
16%

メーカー
13%

情報通信
21%

マスコミ 3%

不動産・建設 6%

旅行・運輸 3%

公務員 3%

教育 1% 非営利 1%

エネルギー 1%

その他 1%

商業
8%

進路報告者 894

就職 786 （87.9%）

進学 34 （3.8%）

資格試験 31 （3.5%）

その他 43 （4.8%）

キャリアセンターの様子

キャリアセンター調べ（2021年 5月 16日現在）
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◆学部 4年に「＋1年間」で修士学位を取得できる
◆「留学」＝「延長生（5年生）」ではなく、「留学＋修士学位」で 

5年間の学生生活を送れる
◆学部からの継続指導で、 

研究成果を修士論文に結実させることができる
◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む
◆推薦入学者向け奨学金受給のチャンスがある
◆就職活動において、 

「早期修了」の商学系大学院出身者としてアピールできる

会計研究科の「学内 5年一貫修了制度入試」は、商学部 4年生のときに、当研究科が学部生に開放する科目（先取り科目）を 20単位以上
修得し、当研究科 1年次において修得した単位と合わせて合計 60単位以上を修得することにより、当研究科を早期修了する制度です。

5年一貫修了制度のメリット

①1セメスター終了時点で修了要件単位数 22単位以上修得済であること

② 2セメスター終了時点で修了要件単位数 32単位以上修得し、かつ各科目区分の修了要件を満たしていること

③修士論文評価がA+またはAであること

大学院進学後の条件

5年一貫修了制度適用者になるためには

基　準

学部在学中の成績
6 セメスター終了時点で、GPA2.60 以上（上位 25%相当）
または、4セメスター終了時点で GPA2.70 以上（上位 20%相当）であり、5セメスター以降に 2セメスター以上の留学を予定�
する者（休学しての留学を除く）

大学院科目先取り履修 7セメスター以降に、大学院科目を先取り履修し10単位以上を修得すること
※本制度適用者は、大学院入学後 16 単位まで単位認定可能　　※学部在学中は自由科目扱い

推薦入試 推薦入試合格者
※出願時に、指導教員承認済みの「早期修了希望届」を提出

商学部 会計研究科

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

◆先取り科目修得分（20単位以上） 

とあわせて60単位以上修得

◆学内 5年一貫修了制度入試（7月、10月）

◆先取り科目20単位以上修得

■学費シミュレーション

1,468,000 円

634,500 円

434,500 円

通常の2年間の修士課程

5年一貫修了

5年一貫修了
（大学院進学奨学金取得時）

通常の2年間の学費に比べて-833,500 円

通常の2年間の学費に比べて-1,033,500 円

商学研究科 

会計研究科 

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋ 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得      できる制度です。

商学部を卒業後に、「学内 5 年一貫修了制度入試」で会計研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間　   の最短 5 年間で、修士学位を取得できる制度です。

■ ■ ■ ■ ■ 学 部 ・ 修 士 5 年 一 貫 修 了 制 度
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出願にあたっては、ゼミ所属有無により出願時期等の条件が異なります。

◆学部 4年に「＋1年間」で「会計修士（専門職）：MBA」の学位を 
取得できる

◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む
◆所定の単位を修得して修了した場合には、公認会計士短答式

試験 3科目が免除される

5 年一貫修了制度のメリット

奨学金制度

学内5年一貫修了制度入試（7月、10月） 出願資格

基　準

共通

● �2022 年度中に商学部を卒業見込の 4年生
●�出願時において、110 単位以上を修得し、�
70 単位以上が「A」以上

●�先取り科目を、4年生で 20 単位以上修得予定

会計専門
コース

以下の①から④のいずれかを満たしていること
①公認会計士試験短答式試験に合格している者
②税理士試験のうち1科目以上、科目合格している者
③日商簿記検定試験1級に合格している者
④�会計学、商法、租税法、経済学（ミクロ経済学と
　マクロ経済学）に関する科目につき、
　24単位以上が「A」以上

アクチュアリー
専門コース

数学、統計学、数理経済学等の数理に関する科目
につき、24 単位以上が「A」以上

モデルケース（4 月      入学者のパターン）

 一般モデル

留学モデル

◆GPA2.70以上
　（上位 20%相当）※

※留学から帰国後、単位認定結果が 6セメスター終了時点のGPA基準〈GPA2.60 以上（上位 25%相当）〉を満たしている場合も適用対象者となります。

商学部

商学部

商学研究科

商学研究科

2 年秋
（4セメスター）

3 年春
（5セメスター）

3 年秋
（6セメスター）

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

2 年秋
（4セメスター）

3 年春
（5セメスター）

3 年秋
（6セメスター）

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

就職活動実施

◆GPA2.60以上
　（上位 25%相当）

◆留　学　期　間

◆22単位以上修得
 （学部在学中の 

先取り科目を含む）

◆22単位以上修得
 （学部在学中の 

先取り科目を含む）

◆修士論文 
A+/A評価

◆修了要件 
32単位修得

◆修士論文 
A+/A評価

◆修了要件 
32単位修得

◆推薦入試合格（7月、10月、2月）

◆先取り科目10単位以上修得

◆推薦入試合格 
（10月、2月）

◆先取り科目 
10単位以上修得

留意事項

以下の場合、当研究科に 2年以上在籍し、かつ 60 単位以上を修得す
ることによって当研究科を修了することができます。
①�入試合格後、学部在籍中に当研究科の先取り科目を 20 単位以上修
得できなかった場合
②�先取り科目による単位と当研究科１年次において修得した単位の合
計が 60 単位に満たない場合

奨学金名 選考基準 奨学金額 採用数

寺尾巖
いわお

奨学金 推薦入試最優秀合格者 （年額）30万円（単年度） 1名

商学部寄附講座
大学院進学奨学金

成績等により判断
（推薦入試合格者） （年額）20万円（単年度） 25 名

■入学前：［推薦入学］奨学金
推薦入試によって商学部から商学研究科に内部進学する学生を

対象とした、給付型の単年度奨学金が 2種類あります（学部在学

中のみ申請・受給が可能です）。

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋ 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得      できる制度です。

商学部を卒業後に、「学内 5 年一貫修了制度入試」で会計研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間　   の最短 5 年間で、修士学位を取得できる制度です。

■ ■ ■ ■ ■ 学 部 ・ 修 士 5 年 一 貫 修 了 制 度
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■入試について

商学研究科修士課程の入試は一般入試

と、推薦入試（商学部生対象・他学部生対象）、

特別推薦入試に区分されています（表1）。

進学を希望される方は、入試要項で詳細

を確認の上出願してください。入試要項は、

商学研究科ウェブサイトよりダウンロードで

きます。

（http://www.waseda.jp/fcom/gsc/）　

■商学研究科修士課程について

商学研究科修士課程には、図1のとおり、

3コース、6専修があります。修士課程の在

学期間は通常2年間で、所定の単位を取得し、

所定の研究指導を受けた上で修士論文の審

査および最終試験に合格すると、修士学位

（修士（商学）/ Master of Arts in Commerce）

が授与されます。また、商学研究科では、

早稲田大学全体の留学プログラムとは別に、

商学研究科独自の協定を締結し、海外のト

ップクラスのビジネススクール等への留学を

支援しています。このプログラムを利用する

と、修了時期を遅らせることなく、「在学」の

扱いで留学することができます。

修了後は進学、就職等（表 3）に分かれま

すが、本研究科で得た知識を活かし、多く

の修了生が多岐にわたる分野で活躍してい

ます。

商学研究科入試案内

■早期修了制度（学部・修士 5年一貫修了制度）: 推薦入学者のみ対象
一定の条件をクリアした希望者は、【1年間の在学で修士学位が取得】できます。詳細につきましては特集ページをご覧ください。 

■先取り履修制度：早稲田大学商学部 4年生以上のみ対象
商学研究科修士課程の研究基礎科目群や専門科目群の一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。取

得した単位については、修士課程に進学した後に修了要件算入単位として申請可能です。
■推薦入試出願サポート

推薦入試の出願には教員の推薦書が必要です。「ゼミに所属していない」「専門とする分野を変えたい」など、推薦書のことでお困りの方は、お
気軽に商学研究科事務所までご相談ください。
■推薦入学奨学金

推薦入試によって、商学部から進学する学生を対象とした給付型奨学金です。学部在学中に支給されます。
● 寺尾巖奨学金（支給額：年額 30万円／1名）　● 商学部寄附講座大学院進学奨学金（支給額：年額 20万円／25名）

商学部生の内部進学について

★表 1　入試制度
入試区分 対　　象

推薦 
（商学部生対象）

早稲田大学商学部に在学中で、商学研究科入学までに卒業が可能であり、出願時の商学
部における通算学業成績（GPA）が 2.50以上の者

特別推薦
（商学部卒業生対象）

早稲田大学商学部に 2010年度以降に入学し、出願時点で卒業後 5年以内かつ卒業時点の
通算学業成績（GPA）が 2.50以上である者。

一般 大学を卒業した者
外国において16年の学校教育を修了した者　など

入試区分 出願期間 一次選考
（専門科目）

二次選考
（口述試験）

最終
合格者発表

Ⅱ期

推薦

2022.6.30 〜2022.7.7
なし

2022.10.8 2022.10.13特別推薦

一般 2022.9.25

Ⅲ期

推薦

2022.11.10 〜2022.11.17
なし

2023.1.28 2023.2.2特別推薦

一般 2023.1.15

★表 2　入試日程（2023 年 4 月／ 9 月入学） 　

★図 1　研究指導（修士課程）

商学専攻

会計コース 産業・経済コース経営管理コース3コース

6専修
経

　
　営

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

国
際
ビ
ジ
ネ
ス

金
融
・
保
険

会

　
　計

理
論
・
計
量

公
共
政
策
・
経
済
史

※入学時期ごとに募集する
　研究指導が異なります。

★表 3　就職状況
主な就職先

学術研究、
専門・技術サービス業

アクセンチュア株式会社、EY新日本有限責任監査法人、
PwCあらた有限責任監査法人、株式会社日本総合研究所

メーカー
富士フィルム株式会社、三菱電機株式会社、富士通株式会社、
本田技研工業株式会社

金融・保険業 株式会社三菱UFJ銀行、メリルリンチ日本証券株式会社

その他 KDDI株式会社、日本航空株式会社、株式会社商船三井

■ ■ ■ ■ ■ 進 学
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 大学院に進学したきっかけ

私が大学院への進学を意識し始めたのは、
大学 3年生のころでした。当時、政治経済学
部に所属していた私は、所属するゼミで初め
て研究というものに触れました。日々の生活
や社会的な関心事の中からなんらかの疑問、
すなわちリサーチ・クエスチョンを見つけ、
過去の理論や経験をもとに仮説を立て、多
くの人が納得するような手法でその仮説を検
証するという研究のプロセスに面白みを感じ
たのが直接的なきっかけです。より精緻で、
正確な研究プロセスの構築法を学びたいと考
え、大学院進学を決意しました。また同時に、
政治学研究科ではなく商学研究科に進学す
ることも決めました。これは、これから修士・
博士と長期間にわたって研究するテーマとし
て、よりミクロな消費者の行動に迫るマーケ
ティングという学問に強い関心があることを
自覚したためです。一般入試で進学すること
に不安はありましたが、マーケティングはも

ともとの関心事と近かったこともあり、楽し
く受験勉強をすることができました。

大学院での生活

修士課程に進学したのちは、授業やゼミ
で学ぶ内容を積極的に吸収することはもち
ろん、できるだけ多くの論文を読むことを
心がけました。目先の短期的なノルマや仕
事に追われず、自身のペースでゆっくりと大
量の文献を読めることは修士課程学生の特
権だと思います。商学研究科では、学内・
学外問わず奨学金が充実していることも大
きな特徴です。私自身、修士課程在学中は
給付型の奨学金を受けていたために、アル
バイトや雑事から解放され、文献に集中す
ることができました。

博士後期課程に進学した現在では、修士
課程で身につけたことをもとに、自身の研
究や所属する研究所のプロジェクトに取り
組んでいます。実践を繰り返しながら日々
勉強をしているので、修士課程の頃とはま
た違った面白さを感じています。商学研究
科では、所属する研究室が学外の研究者や
企業と共同研究をおこなっている場合も少
なくありません。ビジネス系であれば、企

業の方と関わることで自身の学んだ理論の
実践を体感できます。これが、今現在の大
学院生活で私が最も強く楽しさを感じてい
る点です。

大学院進学を検討している方へ

大学院では、学部の時よりもさらにクリエ
イティブな活動が要求されます。常にアン
テナを張り世の中の問題や課題を見つける
こと、その課題を解決できる仮説を導き出
すこと、さらにそれを検証する実験・分析
プロセスを自身で作り上げることなど、研究
活動はクリエイティブな作業の連続である
と言えます。また大学院で研究することで、
課題発見から解決への正確なプロセスを身
につけることができます。このプロセスは、
研究以外の人生のさまざまな局面で役に立
つと思います。研究に少しでも面白みを感
じているのであれば、まずは修士課程に跳
び込んでみるのはいかがでしょうか。

大学院商学研究科への進学

私の院生生活 2
（修士課程）

私の院生生活 1
（博士後期課程）

 大学院に進学したきっかけ

私は学部 2年生の時に、商学部の箇所間
協定プログラムを利用し、フランスへ留学し
ました。現地で出会った学生は大学院進学
を視野に入れている人が多く、印象に残っ
ていました。その後、私が本格的に進学を
検討し始めた時期は、学部 4年生の春学期
でした。当時、卒業論文の準備のため、ゼ
ミの活動で学んだ教科書を読み返しており、
学問としてのマーケティングに興味を持つよ
うになりました。特に、教科書で解説され
ている理論が信頼性の高いデータと手法を
用い、厳密に証明されていくプロセスに惹
かれました。このような教科書の先にある、
本格的な研究の世界に触れてみたいと思い
大学院進学を考えました。また商学研究科
には 5年一貫修了制度が設置されており、
学部 4年生の履修単位の少ない時期を有効
活用できるというところも利点でした。

 大学院での生活

大学院では留学生や社会人など、多様な
バックグラウンドを持った方々と共に勉学に
励むことができます。また商学研究科の授
業は学部の授業よりも少人数のため、コロ
ナ禍で制限はありますが、授業中の発言を
通じて積極的に授業に参加し、学びを深め
ることができます。特に世界で活躍されて
いる先生方から最先端の研究の話題を教わ
ることができ、現在進行形の学問に対し自
然と興味を抱いていけると思います。更に、
学部生の頃よりも1学期あたりの単位数や授
業が少なく、授業にかける時間は短くなり
ます。その代わり修士論文の作成に向け、
計画的に準備を進めていく必要があります。
修士論文では、まずは自分自身で先行研究
を調べて問いを設定し、ゼミで報告しなが
ら先生やゼミ生にアドバイスをいただき、方
向性を修正して作成を進めていくことがで
きます。

 5年一貫修了制度に関して

商学部から商学研究科へ進学する方は、
5年間で学士と修士の学位を取得する、5年
一貫修了制度を利用することができます。

この制度では、一定の成績と学部 4年次に
研究科の授業を先に履修することで、適用
の基準が満たされます。学問を深めたいと
いう方のみならず、留学や資格試験の勉強
等により学部の在籍期間を延長する必要が
ある方々にとっても、有意義な制度となって
います。また学部の頃と同じゼミに所属する
ことで継続して指導を受けられ、修士論文
を作成することができます。一方で、学部
生の頃と所属するゼミを変えたり、ゼミに
所属していなかった場合の対応もあるため、
多くの方々にチャンスがあります。私は所属
するゼミを変え、研究を続けています。修
士論文を1年で仕上げなければならないの
で時間に制限はありますが、密度の濃い1
年を過ごすことができると思います。少しで
も興味を持っていただけたら、ぜひ選択肢
として考えてみてください。

■ 商学研究科
　 修士課程1年

齋藤 梨菜

■ 商学研究科
　 博士後期課程1年

芳賀 悠基
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■会計研究科について

　会計研究科は、会計、アクチュアリーのプロフェッショナル

を養成するための専門職大学院で、「会計専門コース」、「アクチ

ュアリー専門コース」と「高度専門コース」の3つのコースがあり

ます。会計専門コース、アクチュアリー専門コースは2年制で所

定の60単位を修得することで修了となります。高度専門コース

は1年制で所定の48単位を修得し、専門職学位論文を提出し、

合格した者が修了することとなります。いずれも「会計修士（専

門職）、Master of Business Administration」の学位が授与され

ます。

　デジタル化やグローバル化が進むビジネスの世界では、会計

やアクチュアリーといった、自らのコアを持つことにとどまらず、

「＋1(プラスワン)」の強みを持つことが付加価値を高めます（図

1）。当研究科の幅広い「文理融合」のカリキュラムのもとで、皆

さんの「会計＋1」や「アクチュアリー＋1」をみつけてください。

　「プラス1」とともに、大手コンサルティング企業・監査法人等

からの提携講座(2022年度12講座、図2参照)など、カリキュラ

ムを進化させ続けています。

　学部で学んだことをより高め、グローバルビジネスで戦う武

器を会計研究科で身につけてください。

　

■入試について

　会計研究科の入試は、それぞれのコースの一般入試に加え、

特色ある入試があります（表1）。商学部生の皆さんは、主に

全学部生を対象とした学内推薦入試、学内AO入試、学内5年

一貫修了制度入試、飛び級入試、一般入試が対象となります。

入試日程等は会計研究科入試要項をご参照ください（会計研

究科WebサイトでもPDFで参照できます）。また、個別相談会

を含む入試説明会を定期的に実施しており、入試説明会では

入試、カリキュラムについての他、模擬講義や在校生または

修了生講演を行うこともあります。個別相談会では教員、在

校生、修了生が皆さんからの質問を個別にお受けし、会計研

究科への進学を検討するにあたり様々な相談につきまして親

身に応じることを心掛けております。どうぞご利用ください。

日程は会計研究科Webサイトでご確認ください。

会計研究科入学案内

■学部・会計研究科 5年一貫修了制度：学内 5年一貫修了制度入試のみ対象
一定の条件をクリアした希望者については【1年間の在学で修士学位が得られる】ようになりました。

■先取り履修制度：商学部 4年生以上のみ対象
会計研究科の基礎科目など一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。修得した単位については、会計研究科に進

学した後に修了要件算入単位として申請可能となります。
■入学前予約採用給付奨学金

会計研究科が指定する入試形態における合格者のうち、入試成績優秀等である方を対象とした給付型（返還の必要のない）奨学金です。奨学金の採用結
果は入試の合格発表と共に通知し、入学後に奨学金が支給されます。

商学部生の内部進学について

★図 1　付加価値を高める＋ 1（プラスワン）

★図 2　大手コンサルティング企業・監査法人等による提携講座

グローバル企業への 
タックスコンサルティング

EY税理士法人

7

会計・監査の最新実務 

有限責任 あずさ監査法人

10

金融機関のガバナンス・ 
リスク管理・コンプライアンス

EY新日本有限責任監査法人

8

IPO実務 

太陽有限責任監査法人

11 ESG・サステナビリティ 
開示入門

Mazars有限責任監査法人

12

グローバル会計入門 

PwCあらた有限責任監査法人

9

CFOの組織の未来像 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

1

CRM実務 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

5 事業承継コンサルティング 
入門・実践

株式会社野村資産承継研究所

6

経理部門における
内部統制とガバナンス実務

ジャパン・ビジネス・ 
アシュアランス株式会社

3
事業再生実務 

株式会社 KPMG FAS

2

生命保険の理論と経営 

公益財団法人 
アジア生命保険振興センター

4

■ ■ ■ ■ ■ 進 学

★表 1　入試概要

一般入試
特色ある

入試
学内推薦

入試
学内AO

入試
学内5年一貫
修了制度入試

会計専門コース／
アクチュアリー
専門コース

筆記・
口述

英語力重視※

IT能力重視※

社会人
経験重視
飛び級

口述試験 口述試験 口述試験

高度専門コース 口述試験

※会計専門コースのみ

会  計 アクチュアリー

データサイエンスICT・
コンサルティング

税　務 Professional 
Communication
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 会計研究科へ進学を決めた理由

私が会計研究科（会計研）へ進学を決めた
理由は、会計研のコンセプトである「会計＋
1」に魅力を感じ、大学院生としての2年間で
自らの付加価値を高めた上で社会に出たい
と考えたからです。

まず会計研を知ったきっかけですが、学部
生時代に所属していたゼミの指導教授からの
紹介でした。それまで大学院へ進学するとい
う選択肢は私の中に無かったので、進学する
ということに対して少し躊躇いがあったので
すが、説明会に参加し話を聞く中で、会計研
の「会計＋1」というコンセプトに魅力を感じま
した。「会計＋1」とは、会計の専門知識に加
えてコンサルティングやデータサイエンス、
税務などといった会計に隣接する専門領域分
野を修得することで、自らの付加価値を高め
ていくというものです。昨今の技術革新や企
業のグローバル化などにより、会計専門家と
して求められる像は以前と比較して変化して
います。こうした社会的需要がある中で、会

計専門家として他と差別化を図るためには、
会計以外の武器を併せ持つことが重要になっ
てくると考え、会計研への進学に至りました。

 会計研究科の特徴

会計研の特徴として、授業の豊富さが挙げ
られます。ケーススタディを用いたプレゼン
テーションやディスカッションを通して、これ
までに得た知識をより実践的な場面で利用す
るためのトレーニングを行うワークショップ科
目や、コンサルティング企業・監査法人等に
よる提携講座など、大学院ならではの講義が
多々あります。私自身、今学期はワークショッ
プ科目を履修しているのですが、あるケース
について批判的・多角的に検討したり、ディ
スカッションを通して様々な価値観に触れた
りすることで、より一層理解が深まっている
と実感しています。一方で、自分の知識不足
を痛感することもあり悔しい思いもしますが、
その思いが学習意欲の増進に繋がっています。

また学習に専念するための環境が整えら
れていることも、特徴のひとつです。設備と
しては、一日中使用できる大学院生専用の
自習室や、個人ロッカーが整備されています。

入学してまだ日が浅いですが、同じ目標
を持った同志たちと切磋琢磨し、充実した

大学院生生活を送ることができています。

 進学を検討している方へ

全国的にみて数少ない会計大学院の中で
も、会計研はトップクラスの講義と施設を
提供する大学院であると考えます。そうし
た環境に身を置き、主体的に取り組むこと
で会計専門家としての素養を育み、自らの
価値を高めることができると確信しています。

商学部に所属する皆さんは、学内推薦入
試や学内AO入試が可能であるため、他より
近い存在だと言えます。会計研への進学に
興味がある人はもちろんのこと、現時点で
進学するという選択肢が無い人も、一度説
明会に足を運んでみてください。私自身が
そうであったように、新たな可能性がきっと
見えてくるはずです。皆さんと会計研でお
会いできる日を、楽しみにしています。

 会計研究科へ進学を決めた理由

私が会計研究科（会計研）への進学を決め
た理由は、「会計＋1」のコンセプトに魅力を
感じたからです。会計＋1とは、会計の知識
に加えて税務や英語、データサイエンスや
ICT・コンサルティングなど他の領域につい
て得意分野を持ち、強みにしていこうという
ものです。会計研には、これらを実現する
ための様々な講義が用意されています。

学部在学中の合格がかなわず自信を無く
していた私にとって、公認会計士としてプラ
スアルファの強みを持つというコンセプトは
大変魅力的でした。大学院入学後は、グロ
ーバルに活躍できる会計士になるため英語
でのビジネスコミュニケーションを学ぶ入門
的な講義からAnnual Reportを用いたゼミ
形式の講義まで、幅広く受講しました。大
学受験以降あまり英語に触れておらず不安
もありましたが、入門から応用まで様々な
レベルの講義が用意されている点もとても
心強かったです。

 会計研究科で得たもの

商学部を卒業後、会計研に進学し1年次
に短答式・論文式試験の合格がかないまし
た。会計研の講義では基準設定の背景や現
在・将来の動向などと合わせて会計論点を
学び、より深く体系的に知識を習得すること
ができました。短答式・論文式を控えていた
1年前期においては試験に関わる科目を中心
に履修し、しっかりと準備をした上で試験
に臨むことができました。合格した現在は、
IFRSや英語の授業などを履修し、修了生と
しての強みを持てるよう勉学に励んでいます。

また会計研にはワークショップ科目が多数用
意されており、特に横断的な理解が求められる
論文式試験においてこれらは非常に有意義でし
た。ワークショップでは会計の基本的な考え方
と各論点の繋がりについて、先生方や周りの学
生たちと時には国際間の比較を交えながら議
論を交わします。自分の考えを説明し、それに
ついて先生方からフィードバックをいただける
ことは日々の勉強でインプットした知識を整理
し、理解を深めるために非常に役立ちました。

そしてなにより、会計研には他大学出身者
や社会人、留学生など様々なバックグラウン
ドを持った学生が在籍しています。そのよう

な友人たちと議論を交わし、試験に向けて切
磋琢磨できたことは何ものにも代えがたい経
験であり、今後働く上での糧になると思います。

 進学を検討している方へ

会計研では、会計士試験合格のための知
識に加え、合格後に会計士として幅広い領
域で活躍できる強みを身につけるための、
様々なカリキュラムが用意されています。ま
た必修科目が少なく自由度の高いカリキュラ
ムとなっているため、自分に合った時間割
設計も可能です。会計研への進学は試験勉
強中の方はもちろん、既に合格した方も会
計士としての価値を高めるためにとても良
い選択肢だと思います。説明会・相談会に
ぜひ足を運んでみてください。入学して1年
以上が経ち、会計研で充実した学生生活を
過ごすことができており、非常に良かった
と実感しています。会計研に興味があると
いう方は説明会にぜひ参加して、先生方や
先輩方に話を聞いてみてほしいと思います。

大学院会計研究科への進学

私の院生生活 2
（専門職学位課程）

私の院生生活 1
（専門職学位課程）

■会計研究科
　 会計専門コース1年

伊藤 昴

■ 会計研究科
　 会計専門コース 2年

穂苅 歩未
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入口 入口エントランスホール共通閲覧室 防災センター
★AED

自習室自習室 商学部・国際教養学部学生読書室

アトリウム

研究室

研究室

研究室

指導室

研究室

指導室

指導室

指導室

ゼミ室 ゼミ室

教室

教室

コンピュータ教室

田中穂積記念教室

国際教養学部事務所

商学学術院事務所

商学研究図書室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

教室

指導室 ゼミ室

教室

教室

教室 教室

教室マルチメディア教室

天野為之記念教室

会議室

商学学術院事務所

商学研究図書室

2階入口

14F

13F

12F

11F

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

ラウンジ

■ ■ ■ ■ ■ 施 設 紹 介

エントランスホール外

11 号館（ 館内マップ ）
「記憶」と「伝統」の架け橋

1938 年に商学部出身者の寄附により建てられた旧 11 号館から、70 年以上の時を経て、2009

年に現在の 11 号館が竣工しました。11 号館は、地下 2 階地上 14 階建てであり、延床面積は

34,225.75㎡、高さは 68.5m あります。

注） 各施設の利用時間は通常時の授業実施日の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大防

止のために開室時間など変更している場合があります。

■ 閲覧室
商学部・国際教養学部共通閲覧室であり、学生が自由に読書をす
ることが可能です。
◆利用時間：8：00 〜 22：20（月〜土曜日）

※施設全体：11号館内
全てで無線LANの使用
が可能です。

■ 商学学術院事務所
（商学部・商学研究科・会計研究科・経営管理研究科）
事務所はエスカレータホールに面して配置してあり、事務所向かい側に
は大型の掲示コーナーがあります。事務所内は入口から左側が商学部の
受付です（右側は大学院の事務所）。
◆利用時間：9：00 〜 17：00（月〜土曜日）

■  アトリウム
（岡田卓也記念アトリウム）

5階から 8階を吹き抜けにし、「光」をテーマ
にした大規模な空間です。照明や温度を自然
に近い状態になるよう自動調節しています。

■ 教室
5〜9階には大小さまざまな教室やゼミ
室・指導室があります。各教室ともAV機器
が整備されており、プレゼンテーション用の
機能などが充実しています。

■ 商学系大学院自習室
（11号館地下 1階）

商学学術院に属する商学研究科、会計研究科および
経営管理研究科の学生のための専用自習室です。
◆利用時間：8：30 〜 22：20（月〜土曜日）

■ エントランスホール
（大和証券グループ記念エント
ランスホール）
入口を入ると1階・2階の 2層吹
き抜けの空間が広がっていま
す。売店が併設されており、食
べ物や飲み物などを購入する
ことができます。

平沼淑郎先生の銅像
第 2 代商学部長であった平

沼 先 生 は 1938 年 に 旧 11

号館が新築されるまで改築

促進の寄付金募集の会長

を務められました。しかし 

竣工のわずか 2 ヶ月前にお

亡くなりになられ、その功

績を称えるため銅像を設置

し、新 11 号館へと引き継

がれています。

■ 入口
「記憶」と「伝統」を意図して旧

11号館の入口部分を解体され
る以前と同じ場所・位置に再構
築しています。
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■ 学生読書室（頂新国際グループ記念学生読書室 / 商学部・国際教養学部学生読書室）

経営・会計・マーケティング・貿易・金融・経済といった商学に関する幅広い資料や雑誌・新聞・統計資料といった研究資料を
はじめ、就職活動を支援する資料など幅広い学生のニーズに対応し、合わせて3万冊以上の資料が収蔵されています。
◆利用時間：9：00 〜 22：00（月〜金曜日）、9：00 〜 18：00（土曜日）
◆利用方法：貸出期間は 14日、貸出は 5冊までです。

■ ラウンジ
西門側の 2階入口から入ってすぐ、エスカレータ脇
にあり、学生の交流の場として活用されています。
窓際・中央・手前と室内は大きく3つのエリアに分け
られテーブル・いすのタイプが異なり、目的に応じて
使い分けることができます。
◆利用時間：8：00 〜 22：00（月〜土曜日）
◆設　　備：パソコン6台、約 200席

■ PC ルーム
計6室のコンピュータ・マルチメディア関連教室があります。
601、602、607、609教室：PC48台、プリンター 2台
608、610教室：PC58台、プリンター 3台
◆利用時間（601、602教室）：9：00 〜 22：00（月〜土曜日）
◆利用時間（607 〜 610教室）： 9：00 〜 18：00（月〜金曜日） 

9：00 〜 16：30（土曜日）
◆ 利用時の注意：オープン利用の場合のみ利用可能です。 

授業中のPCルームは利用できません。

■ 大教室
（天野為之*記念教室（501）、田中穂積**記念教室（505））

501・505教室はかつての講堂を想起させる木を多用した
デザインの大教室です。
＊天野為之先生…東京専門学校創立に参画し「早稲田四尊」の
一人であり、1904年（明治 37年）に初代商科長に就任。明治の三

大経済学者の一人でもある。

＊＊田中穂積先生…1920年（大正 9年）に呼称が商科から現在

の商学部に変更された際の初代商学部長。第 4代総長も歴任。

■ 2 階入口（西門側）

■ 防災センター
17：00以降のAV鍵の返却先はこちらです。
また、AEDも設置しています。

■ 馬蹄形教室
（福田秋秀記念教室、エムアウト記念教室）

通常の教室とは趣向の異なった馬蹄形の教室
です。主に大学院の授業で使用します。

■ 商学研究図書室
商学学術院の教員ならびに大学院生のための図書室
です。学部生の利用には所定の手続きが必要です。

※ 館内の移動に関する注意事項
●学生は原則エスカレータまたは階段を利用してください。
● 9号館寄りのエレベータ1基は、来客・教職員専用のため、学生の一切の

利用を禁止します。
●14号館寄りのエレベータ3基については、低層階（1階または 2階）と高層

階（9階以上の階）の間を直接移動する場合に限って、利用を認めます。
●エレベータ内は飲食禁止です。
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■ 今号の表紙「完之荘」
　「完之荘」（かんしそう）は、1952（昭和27）年校友の小倉房蔵氏（1908年商科卒）から早稲田大学へ寄贈された建物で、その名称は氏の
雅号「完之」に因んだものです。建物の来歴は、氏が六十数年前、飛騨の山村に残っていた600 〜 700年前と推定される古屋を渋谷の邸
内に移築し日常静閑の座所として愛用したもので、現在は広間に一室と土間とがついた構えになっています。
　この建物の特徴としては、半ば天然の栗材を柱とし、それらの柱はすべて直接礎石上に立っており、また囲炉裏、火鉢、自在鈎、縁
先の手水や石門等は旧のままであることがあげられます。小倉氏の好意によって寄贈されたこの建造物は、由緒ある大隈庭園に一段の
風致を添えるばかりではなく、建築学上貴重な資料でもあります。
　現在、大学関係者だけでなく校友の方の会合の場として利用されています。
� （『キャンパスがミュージアム�vol.2《大隈庭園編》』より引用、一部編集）
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